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宇都宮市教育委員会                                         

 



会  議  次  第 
 
 
１ 開  会 
 
２ あいさつ 
 
３ 委員紹介 
 
４ 職員紹介 
 
５ 副委員長選出 
 
６ 議  事 

【協議事項】 

・「(仮称)第３次宇都宮市地域教育推進計画後期計画」策定の方向性について 資料１ 

   

   「第３次宇都宮市地域教育推進計画前期計画」の評価について   別紙１ 

 

 「第２次宇都宮市読書活動推進計画」の評価について       別紙２ 

 

 「（仮称）第３次宇都宮市地域教育推進計画後期計画」策定に向けた課題について 

別紙３     

 

 

７ そ の 他         
 ・令和４年度社会教育委員の会議の予定について              資料２ 
 
 
８ 閉  会 



宇都宮市社会教育委員名簿 

 
任期：令和３年７月１日～令和５年６月３０日 

 

区 分 № 氏 名 役職名等 備考 

学校教育 

関係者 

１ 伊澤
い ざ わ

 雅
まさ

幸
ゆき

 
宇都宮南高等学校長（栃木県高等学校長会宇

都宮支部） 
 

２ 中村
なかむら

 孝之
たかゆき

 豊郷中学校長（宇都宮市中学校長会）  

３ 平野
ひ ら の

 紀子
の り こ

 東小学校長（宇都宮市小学校長会）  

４ 今井
い ま い

 政
まさ

範
のり

 
宇都宮地区幼稚園連合会顧問（宇都宮地区幼

稚園連合会） 
 

社会教育

関係者 

５ 永吉
ながよし

 準
しゅん

 公益社団法人宇都宮青年会議所理事長  

６ 小林
こばやし

 純枝
す み え

 宇都宮市スポーツ協会副会長  

７ 松本
まつもと

 弘元
こうげん

 宇都宮市文化協会常任理事  

８ 石塚
いしづか

 勝
まさる

 宇都宮市子ども会連合会会長  

９ 福田
ふ く だ

 治
はる

久
ひさ

 宇都宮市ＰＴＡ連合会会長  

10 大森
おおもり

 幹夫
み き お

 宇都宮市地域まちづくり協議会副会長  

11 小林
こばやし

 剛
つよし

 宇都宮市青少年指導員会会長  

12 増渕
ますぶち

 洋子
よ う こ

 
上戸祭小学校放課後子ども教室コーディネ

ーター 
 

家庭教育

関係者 

13 小池
こ い け

 操子
み さ こ

 家庭教育支援活動者  

14 鈴木
す ず き

 千明
ち あ き

 家庭教育支援活動者  

学識 

経験者 

15 河田
か わ た

 隆
たかし

 宇都宮共和大学教授 委員長 

16 佐々木
さ さ き

 一
かず

隆
たか

 宇都宮大学教授  

17 丸山
まるやま

 純一
じゅんいち

 文星芸術大学教授  

18 増渕
ますぶち

 幸男
ゆ き お

 上智大学名誉教授  

19 成島
なるしま

 隆裕
たかひろ

 市議会議員 副委員長 

20 郷間
ご う ま

 康
やす

久
ひさ

 市議会議員  
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「（仮称）第３次宇都宮市地域教育推進計画後期計画」策定の方向性について 

 
◎ 趣 旨 

「第３次宇都宮市地域教育推進計画」（平成３０年～令和９年）の前期の評

価について報告するとともに，「（仮称）第３次宇都宮市地域教育推進計画後期

計画」（以下，後期計画という）の方向性について協議するもの 
 
１ 計画の位置づけ 

本計画は，「第６次宇都宮市総合計画基本計画」の分野別計画であるととも

に，本市における「人づくり」の指針である「うつのみや人づくりビジョン（宮

っこ未来ビジョン）」の基本的考え方や方向性を受けた，社会教育行政におい

て最も基本となる計画である。 
 
２ 計画期間 

本計画は２０１８（平成３０）年から２０２７（令和９）年までの１０ヵ年

計画。ただし，２０２２（令和４）年に中間見直しを行う。 
 

３ 後期計画の策定体制 

参考１のとおり 

 

４ 評価区分 

 「事業」の評価 

各指標の目標値に対する達成率に応じ，以下のとおりの評価とする。 

    

   

 

 

 

 

 

 「施策」の評価 

施策については，第６次宇都宮市総合計画の令和４年度施策評価の考え 

方に準じ，各事業の評価Ａ～Ｃを点数化。その合計点数から施策の評価を行う。 

また，進捗が（コロナ）の事業については，評価対象外とする。 

※1  Ａ～Ｃの基本点数配分： Ａ（２５点）， Ｂ（２０点）， Ｃ（１５点）。 

※2  施策の評価の点数は１００点を満点とする。 

※3 ※1 の基本点数配分は，４事業の場合（４事業すべてＡで１００  

点満点となる）のため，施策内の事業数に応じて１００点満点と

なるよう割合を調整する。 

 

 

 

目標値の達成率 評 価 

１００％以上 Ａ 順調 

７０％～１００％未満 Ｂ 概ね順調 

７０％未満 Ｃ やや遅れ 

 70％未満の原因が新型コロナの影響 (コロナ) 

資料１
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 【施策の点数の計算方法）】 

（例） ６事業で構成される施策の場合 

    ・６事業の評価・・・Ａ評価⇒２，Ｂ評価⇒３，(コロナ)⇒１ 

    ・評価対象・・・・・５事業（全てＡ評価の場合１２５点満点） 

    ・合計点数・・・・・Ａ評価（２５点）×２＝５０点 

Ｂ評価（２０点）×３＝６０点  

合計１１０点 

・施策の点数・・・・１１０点÷１２５点＝０.８８ ８８点 

 

 

 

 

 

 

 

 「基本指標」の評価 

基本指標については，「ア 事業評価」と同様，総合計画の施策評価の考え方

に準じ，目標値に対する達成率に応じてＡ～Ｃで評価。各基本目標に基本指標

は１つしかないため，Ａ評価（２５点⇒１００点），Ｂ評価（２０点⇒８０点），Ｃ評価（１

５点⇒６０点）とする。 

 

 「基本目標」の評価 

基本目標については，「各施策」，「基本指標」の点数の平均で評価する。 

※ 点数に応じた評価の考え方は，「イ 施策評価」と同様。 

 

５ 計画の評価�

 「第３次宇都宮市地域教育推進計画前期計画」の評価 

・基本目標ごとの評価について 

 ⇒ 別紙１ 

 

  「第２次宇都宮市読書活動推進計計画」の評価�

「第３次地域教育推進計画」の下位計画である「第２次読書活動推進計画」

（平成３０年～令和４年）についても，今年度，計画改定の時期であること

から併せて評価を行った。 

・基本目標ごとの評価について 

 ⇒ 別紙２ 

 

６ 後期計画策定の方向性について 

  これまで取り組んできた両計画の評価から見えてきた課題と併せ，社会情

勢の変化や国・県の動向等を踏まえ，後期計画の課題を別紙３のとおりまと

め，以下のとおり方向性のポイントを整理した。 

施策の合計点数 評価 

９０点以上        順調 

７５点以上９０点未満 概ね順調 

７５点未満        やや遅れ 
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  課題の総括 

① 感染予防対策と地域教育推進の両立 

学習，交流，活動など，生涯学習のあらゆる場面で新型コロナウイル

スの影響を受けている中，今後，さらなる感染拡大や災害の発生など，

様々な外的要因が生じる場合においても，持続的に地域教育を推進して

いけるよう，ＩＣＴ等の新しい技術の活用や，実施方法の見直しなどに

より，学習や活動等の機会を継続して提供していくことが必要。 

② つながりづくり，多様な主体との連携・協働 

   学習を通した人と人，人と団体等のつながりづくりとともに，様々な

団体や企業，学校，行政等が連携・協働し，それぞれの強みを生かしなが

ら地域における多様な教育活動に取り組んでいくことが必要 

③ 社会的包摂の実現に向けた学習や社会を支える人材育成 

身体の状況，経済状況，家庭環境など，様々な困難を抱えている人も，

誰も取り残すことなく，学ぶことができる学習機会の創出が必要。また，

社会の変化に柔軟に対応し，これからの社会や地域を支えていく，活躍し

ていくことができる子どもの育ちや人材育成を強化していくことが必要 

④ 生涯学習推進に向けた基盤の整備 

地域における学習や活動の拠点である図書館等の社会教育施設におい

て，誰もが利用しやすい環境整備や利用したいと思うサービス等の充実

を図るとともに，市民の学習や活動における困りごと，悩みごとを解決へ

と導く相談機能・情報提供機能等の強化に取り組んでいくことが必要 

 

  「地域教育推進計画」と「読書活動推進計画」の一体的な推進 

「読書活動推進計画」における読書機会の提供や読書活動の推進，情報提

供機能，レファレンスサービス等は，市民の主体的な学習活動の促進ととも

に，市民の学習や活動における様々な課題や悩みを解決へと導くなど，生涯

学習を支える基盤となるものである。 

また，計画のこれまでの評価や社会情勢の変化等から導き出した今後の課

題は，「地域教育推進計画」における課題と重複しており，課題解決に向け

ては，両計画の取組を一体的かつ効果的に進めることが重要である。 

そのため，「読書活動推進計画」については，上位計画である「（仮称）第

３次宇都宮市地域教育推進計画後期計画」を策定する段階で統合する。 

 

  事業見直しの考え方 

 ア 事業の継続 

社会の変化などの影響を受けづらく，普遍的に実施していくことが必

要な事業については継続としていく。 

 イ ニーズに合わせた事業の変更 

社会情勢の変化や国・県の動向などを受け，事業の主旨や取り組む内

容などに変化が生じる事業については，必要に応じて修正・変更をして

いく。 
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ウ 事業の統合・拡充 

事業の目的や内容の関連性等から，効果的・効率的な推進が見込める

事業については事業の統合を検討する。また，仕組みづくりができたこ

とで次の段階に進む事業や目標を達成している事業，社会情勢の変化等

から新たな役割が求められる事業については，事業の拡充を検討する。 

 エ 事業の追加，施策の追加・変更 

   社会情勢の変化等から新たに求められ，既存事業の見直しで対応でき

ないものについては，新たに事業を位置づける。 

※ 各施策，基本目標についても，各事業の見直しを基に，必要に応じて

追加・変更等を行っていく。 

 



  

第３次宇都宮市地域教育推進計画前期分（平成３０年度～令和３年度）の評価について  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標 

 
 
 
 
 
   

一
人
ひ
と
り
が
自
己
の
実
現
や
生
活
の
向
上
，
地
域
社
会
の
発
展
に
向
け
て
主
体
的
に
学
習
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

施策 

 

事業の評価 基本目標の評価

【重点事業②】ＩＣＴに対応した学習の推進  
＜指標＞ＩＣＴを活用し提供した講座数（講座） 

年度 H29 H30 R 元 R2 R3 

目標 基準値   
実績 ―   
評価 ― Ｃ Ｃ Ａ  
⇒Zoom や YouTube を積極的に活用し，子育て講座やものづく
り講座の提供に取り組んだことで，令和２年度，令和３年
度は目標の講座数を達成した。

 
 
 
 
 
 
【評価】 
生涯学習センターにおいて，健康づくりや生きがいづくりなど

様々な講座を，Zoom など ICT を活用しながら開催。市民大学におい
ても，日程や回数等の調整を柔軟に行い，講座を開催してきたこと
で，各講座の開催数や受講者数は増加傾向である。また，学習情
報，講師情報等の提供や，レファレンスサービスによる課題解決の
支援等は高い満足度を得るなど，概ね順調となった。 
【課題】 
コロナ禍においても，幅広く市民の学習活動を活性化できるよ

う，ICT 等の新しい技術をより積極的に活用し，様々な実施方法で
の講座開催や，学習環境の充実，学習を支える相談・支援等の強化
を図り，市民の学習意欲を高めていくことが必要である。

年度 H30 R 元 R2 R3 R3 施策評価 

事
業
評
価 

Ａ 点 
Ｂ 

Ｃ 概ね順調 
(ｺﾛﾅ) ― ―

 施策１ 

(12 事業) 

 

主
体
的
な
学
習
活
動
へ
の
支
援 

 

 

【重点事業③】生活課題解決型講座の充実  
＜指標＞生活課題解決型講座受講者数（人） 

年度 H29 H30 R 元 R2 R3 

目標 基準値   
実績   
評価 ― Ｂ Ｂ ｺﾛﾅ  ｺﾛﾅ  
⇒コロナの感染拡大が続く中，感染防止対策の徹底や，開催時
期を変更するなどして取り組んだが，時期の変更などが難し
く中止せざるを得ない講座もあり，令和２年度以降の受講者
数は目標値の半数以下となった。 

 
 
 
 

 

【評価】 
身近な生活課題等をテーマとした講座や，参加交流型学習，大学

生が運営に関わる講座などに取り組んでおり，コロナの感染拡大前
には及ばないが，各講座の実施回数や受講者数は着実に増やしつつ
ある。しかし，コロナの影響による講座，体験活動の中止など，事
業評価は全て(ｺﾛﾅ)であるため評価除外とした。 
【課題】 
参加者同士が交流し，つながりをつくることができる学習機会

や，他者との連携や協働できる力を高める学習機会，子どもたちの
豊かな心を育む様々な体験活動ができる機会の充実に向けて，実施
方法の工夫や安心して参加できる環境整備等が必要である。

年度 H30 R 元 R2 R3 R3 施策評価 

事
業
評
価 

Ａ ― 
Ｂ

Ｃ 準備中 評価除外 
(ｺﾛﾅ) ― ―

 施策２ 

(5 事業) 

 
 
 
 
 
 
【評価】 
情報教育，超高齢社会，人権など，様々な分野の課題を取り上げ

た講座や，困難を抱える人へのアウトリーチの講座等に取り組ん
だ。また，様々な関係課や大学，ＮＰＯ，企業等と連携し，その分
野のノウハウなどを生かした学習機会を創出し，順調となった。 
【課題】 
社会的な課題が更に多様化・複雑化していく中，環境，福祉，経

済など，より広い分野で必要とされる学習についても捉え，課題解
決に向けて，様々な関係課，関係機関等と連携した取組の充実が必
要である。

年度 H30 R 元 R2 R3 R3 施策評価 

事
業
評
価 

Ａ 点 
Ｂ

Ｃ 準備中 順調 
(ｺﾛﾅ) ― ―

 施策３ 
(8 事業) 【重点事業④】様々な困難を有する人の学習活動への支援  

＜指標＞様々な困難を有する人への学習提供数（回） 

年度 H29 H30 R 元 R2 R3 

目標 基準値   
実績   
評価 ― ｺﾛﾅ  ｺﾛﾅ  
⇒令和２年度以降は，コロナの感染拡大により，通常の講座も
中止となる中，様々な困難を有する人への学習機会の提供は
難しかったが，読書機会の少ない子どもたちの集まる場
所に出向き，読書関係の講座を開催するなど，感染状況
を踏まえながら，機会を捉えて困難を有する人への学習
を提供している。 

令和元年度までは多くの事業を順調に実施して
きたが，コロナの感染拡大は各事業の実施に多大
な支障を来たし，市民の活動割合も低下した。 
そのような中にあっても，Zoom 等の活用な

ど，実施方法等の工夫をし，趣味・教養的な講座
や社会的課題を捉えた講座，参加交流型講座な
ど，市民の主体的な学習を後押しする多様な学習
機会の提供に取り組み，総合評価は概ね順調とな
った。 

【課題】  
ＩＣＴ等の新しい技術をより様々な形で積極

的に活用しながら，学習環境の充実を図るとと
もに，人との交流・つながりをつくる機会，
様々な体験活動ができる機会等，市民の学習意
欲を喚起・向上させる多様な学習機会を提供し
ていく必要がある。 
また，関係各課と連携し，各分野で課題解決

に取り組むことができる人材の育成に注力して
いくとともに，市民の主体的な学習や活動を支
え，導く，相談・情報提供機能の充実を図って
いくことが必要である。 

 

基
本
目
標
１  

【重点事業①】生涯学習センター等における学習機会の充実  
＜指標＞生涯学習センター等の利用者数（千人） 

年度 H29 H30 R 元 R2 R3 

目標 基準値   
実績   
評価 ― Ｂ Ｂ ｺﾛﾅ  ｺﾛﾅ  
⇒令和元年度末からコロナの感染が拡大し，各施設の利用制限
や講座の中止等せざるを得なかったが，講師との調整による
開催時期の変更や，Zoom，YouTube の活用をしながら講座を
開催してきたところであり，生涯学習センターの貸館や図書
館の利用についても，換気や消毒など，感染症対策の徹底，
周知を行い，利用者数は感染拡大前に戻りつつある。 

施策１ 施策２ 施策３ 基本指標 総合評価

点 ― 点 点 
点 

概ね順調
  

施策の評価 

 ≪基本指標≫学習活動をしている市民の割合 

年度 H28 R3 R4 評価 

目標 基準値  （ ％） ％ 点
実績 ％ ％  

やや遅れ
評価 ―   
 ※目標値は R4しか定めていないため，段階的な

上昇を見込んだ数値を R3目標値として記載。 
※実績値は R3実施の市民意識調査結果(5 年に一
度実施) 

 
【評価】 
令和２年度以降，コロナの感染拡大に伴い，

市においては ICT を活用するなど実施方法を工
夫しながら各事業を進めてきたが，講座等の減
少が否めない中，民間においても学習機会の提
供が難しく，市民自身も外出すら自粛しなくて
はならない社会状況が続いたことで，市民が思
うように学習活動をできなかったことから，大
幅な減少につながったと考えられる。 

 

今
日
的
課
題
に
対
応
し
た
取
組
の
推
進

 

社
会
性
を
高
め
る
学
習
の
推
進 

【総合評価】 

別紙１―1
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第３次宇都宮市地域教育推進計画前期分（平成３０年度～令和３年度）の評価について  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標 

 
 
 
 
 
    

地
域
・
学
校
・
家
庭
が
相
互
に
連
携
・
協
力
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，
地
域
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体
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学
び
合
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育
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あ
う
教
育
活
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に
取
り
組
ん
で
い
ま
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施策 

 

重点事業の状況 基本目標の評価

 
 
 
 

 
【評価】 
Zoom など実施方法を工夫した講座や，保育園や学校などで保護者

が集まる機会を捉えた親学出前講座など，家庭教育への意識の高揚
等に取り組んできたが，コロナの影響が大きかった。また，訪問型
家庭教育支援はＣ評価ではあるが，これまで家庭訪問の実績がなか
った中で，令和３年度には 1件の家庭訪問につながるなど，積極的
な事業の周知がようやく実績へと結びついた。 
【課題】 
各家庭の家庭教育への意識の高揚に向けて，講座の開催や個別具

体的な家庭教育支援の実施手法の検討，相談機能の充実，地域で活
動する活動者の育成等，きめ細かな家庭教育支援に取り組んでいく
ことが必要である。

年度 H30 R 元 R2 R3 R3 施策評価 

事
業
評
価 

Ａ 点 
Ｂ 

Ｃ 準備中 やや遅れ 
(ｺﾛﾅ) ― ―

 施策４ 
(4 事業) 

 

家
庭
教
育
支
援
の
充
実 

 

 

【重点事業⑥】魅力ある学校づくり地域協議会活動の充実  
＜指標＞地域協議会による学校教育支援活動数（回） 

年度 H29 H30 R 元 R2 R3 

目標 基準値   
実績   
評価 ― Ｂ Ａ ｺﾛﾅ  ｺﾛﾅ  
⇒令和元年度までは順調に実施回数を伸ばしたが，新型コロナ
ウイルス感染症の感染拡大以降は，各協議会の活動は大幅に
縮小した。しかし，地域と学校が連携し，実施手法の工夫な
どをしながら，地域の教育力を生かした協議会活動に取り組
んできており，感染拡大以降，再度，活動数を増やしつつあ
る。�

 
 
 
 
 
 
【評価】 
「魅力ある学校づくり地域協議会」による学校教育支援活動や地

域未来塾に取り組み，活動数や実施校区数を感染拡大前に戻しつつ
あるが，コロナの影響は依然として大きかった。また，地域の人
に，学校の授業で活躍してもらう「街の先生」についても感染拡大
以降は減少傾向だが，Ｂ評価のため施策評価は概ね順調となった。 
【課題】 
地域の人たちの教育力を，学校教育への支援や子どもたちの学習

支援に生かし，地域全体で子どもの成長を支える教育活動を進める
ため，引き続き，地域内での連携や活動の活性化に向けた支援の充
実が必要である。

年度 H30 R 元 R2 R3 R3 施策評価 

事
業
評
価 

Ａ 点 
Ｂ

Ｃ 概ね順調 
(ｺﾛﾅ) ― ―

 施策５ 
(3 事業) 

 
 
 
 
 
 
【評価】 
放課後子ども教室の立ち上げに取り組んだ「宮っ子ステーション

事業」がＢ評価であり，施策評価は概ね順調となった。また，「地
域未来塾」や「子育てサロン」など，子どもと大人が交流しながら
ともに学び育つ活動に取り組み，事業評価は(ｺﾛﾅ)だが，登録者数
等は増加傾向にある。 

【課題】 
地域の大人と子どもが交流し，健やかに学び育つ活動の充実や，

環境づくりに取り組むとともに，地域全体で子どもたちを育てる意
識を地域に浸透させていくことが必要である。

年度 H30 R 元 R2 R3 R3 施策評価 

事
業
評
価 

Ａ 点 
Ｂ

Ｃ 準備中 準備中 準備中 概ね順調 
(ｺﾛﾅ) ― ―

 施策６ 
(6 事業) 

【重点事業⑦】宮っ子ステーション事業の充実  
＜指標＞宮っ子ステーション実施校区数（校区） 

年度 H29 H30 R 元 R2 R3 

目標 基準値   
実績   
評価 ―   
⇒新型コロナウイルスの影響により放課後子ども教室を休止す
る学校区があったため，令和 2年度の実施校区数は一時減少
したものの，着実に各校での立ち上げを進めており，令和 3
年度は新たに 2校で放課後子ども教室を立ち上げたことで，
宮っ子ステーションの実施校区数を増やした。 

 また，子どもの家については，令和 3年度，55 校に指定管理
者制度を導入し，効果的な運営に努めるとともに，地域が運
営する 12校についても市がきめ細かな支援を行うなど，適
切な運営を図った。 

令和元年度までは，地域・学校・家庭の連携，
交流を図りながら，ほとんどの事業を概ね順調に
進めていた。しかし，構成している事業の多く
が，人との交流・連携や，活動を行うものである
ことから，コロナの感染拡大以降，活動の制限等
により，多くの事業が思うように実施できず，各
施策で評価できる事業はわずかであったが，その
中で基本目標の総合評価はやや遅れとなった。 
 

【課題】  
幅広い対象に向けた家庭教育支援とともに，

様々な事情を抱える家庭へのきめ細かな支援に向
けて，ICT 等を活用した学習機会の充実や個別具
体的に相談等ができる仕組みの充実を一層図って
いく必要がある。 
また，地域全体で子どもたちの育ちを支えてい

くことができるよう，地域と学校の円滑な連携
や，ウィズコロナにおける地域の大人たちの人づ
くりに対する意識の高揚を図り，地域の様々な教
育活動の活性化に取り組んでいくことが必要であ
る。 

 

基
本
目
標
２  

【重点事業⑤】家庭教育支援講座の充実  
＜指標＞家庭教育支援に係る講座等の実施回数（回） 

年度 H29 H30 R 元 R2 R3 

目標 基準値   
実績   
評価 ― Ｂ Ｂ ｺﾛﾅ  ｺﾛﾅ  
⇒参加者の満足度の高い参加型学習を実施するなどしながら，
令和元年度まではほぼ同数の講座を開催してきたが，新型コ
ロナウイルスの感染拡大以降は，感染状況を注視しながら講
座を開催しており，講座によっては Zoom を活用することで
自宅にいながら受講できるようにするなど，実施方法を工夫
しながら，講座の実施回数を少しずつ増やしている。 

施策４ 施策５ 施策６ 基本指標 総合評価

点 点 点 ― 
点 

やや遅れ

施策の評価 

 ≪基本指標≫ 
地域における学習支援や体験活動等の教育活

動に参加した児童・生徒数（千人） 

年度 H28 H30 R 元 R2 R3 R4 評価

目標 基準値   点
実績      評価

対象外評価 ― Ａ Ｂ ｺﾛﾅ ｺﾛﾅ  
  
【評価】 
放課後子ども教室や地域未来塾の参加児童・生

徒数について，令和元年度までは積極的な事業実
施により概ね順調であった。しかし，令和元年度
の２月頃からコロナの感染が急速に拡大し，学校
が休校する等，それぞれの活動自体を休止せざる
を得ない状況も続いたことから，活動に参加した
児童・生徒数はコロナの感染拡大前の半数以下と
なった。  

地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働 

に
よ
る
教
育
活
動
の
充
実

【総合評価】 

 

子
ど
も
も
大
人
も
と
も
に
学
び 

育
つ
教
育
活
動
の
充
実
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第３次宇都宮市地域教育推進計画前期分（平成３０年度～令和３年度）の評価について  
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多
様
な
主
体
や
人
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つ
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を
深
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様
々
な
場
面
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し
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活
動
し
て
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ま
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施策 

 

重点事業の状況 基本目標の評価

 
 
 
 
 
 
【評価】 
大学や企業，まちづくりセンター，みやシニア活動センター等，

それぞれの専門性やノウハウを生かした学習機会を提供してきた。
また，人材バンクの講師登録者の講座開催を支援する取組を立ち上
げ，コロナの感染拡大以降は YouTube の活用も試みているなど，施
策全体としては概ね順調となった。 
【課題】 
環境分野，福祉分野など，他にも各分野で専門性を持って学習機

会を提供する多様な主体があることから，それらの学習情報を捉え
ていくとともに，市民が学んだ成果を活動に生かす仕組みの充実が
必要。 

年度 H30 R 元 R2 R3 R3 施策評価 

事
業
評
価 

Ａ 点 
Ｂ 

Ｃ  概ね順調 
(ｺﾛﾅ) ― ―

 施策７ 
(8 事業) 

 

学
習
活
動
を
支
え
る
人
材
の
育
成

 

 

【重点事業⑨】家庭教育支援活動者の育成 
＜指標＞家庭教育支援活動者数（人） 

年度 H29 H30 R 元 R2 R3 

目標 基準値   
実績 ―   
評価 ― Ａ  ｺﾛﾅ  
⇒定期的に研修会を開催し，家庭教育支援活動者の育成に取り
組んでいるが，新型コロナウイルスの感染拡大が続く中，新
規の登録者がいないことや，既存の登録者も都合により活動
を休止する人などがいることにより，活動者数が減少してき
ている。�

 
 
 
 
 
 
【評価】 
コロナの感染拡大により活動機会の減少等はあるが，「家庭教育

支援活動者」や「子どもの体験活動指導者」，「講座企画・運営ボラ
ンティアスタッフ」など，市民の主体的な学習活動を様々な形で支
える多様な人材育成に取り組んでおり，順調となった。 
【課題】 
新たな人材の確保に向け，活動できる場や機会の充実，活動方法

の工夫等を検討し，市民の活動意欲を引き出しながら，人材の育成
を進めていくことが必要。 

年度 H30 R 元 R2 R3 R3 施策評価 

事
業
評
価 

Ａ 点 
Ｂ

Ｃ 順調 
(ｺﾛﾅ) ― ―

 施策８ 
(5 事業) 

 
 
 
 
 
 
【評価】 
地域団体等と連携を図りながら地域学講座，宇都宮の歴史文化，

伝統文化に関する講座等を実施しており，図書館では地域資料の提
供やレファレンスを行うことで市民の地域理解に関する学習を支え
ている。また，成人式の地域交流事業や，外国人住民へ地域理解を
促す取組など，様々な人に地域の一員としての自覚を促す事業に取
り組み，順調となった。 
【課題】 
地域に愛着や誇りを持ち，地域で活躍していく人材の育成に向け

て，地域団体等と積極的な連携や，市民の学習や活動を支える相
談・情報提供等の機能の強化を図りながら，郷土愛や地域理解を促
進する取組を進めていくことが必要。

年度 H30 R 元 R2 R3 R3 施策評価 

事
業
評
価 

Ａ 点 
Ｂ

Ｃ 準備中 順調 
(ｺﾛﾅ) ― ―

 施策９ 
(7 事業) 

【重点事業⑩】地域学講座の充実  
＜指標＞地域学講座の受講者数（人） 

年度 H29 H30 R 元 R2 R3 

目標 基準値   
実績   
評価 ―   
⇒生涯学習センターで行う子どもから大人までを対象とした
様々な講座において，地域の名所や文化等を知る，見る，体
験する機会などを創出し，改めて自分の住む地域に目を向
け，興味を持ち，考えるきっかけづくりに積極的に取り組ん
でいることで受講者数は増加傾向にあり，単年度目標値を上
回る実績値を維持している。 

令和元年度までは，概ね順調に事業を進めてい
たが，コロナの感染拡大以降は，大人数を集める
事業の中止や規模の縮小をせざるを得ず，活動自
粛による市民の活動機会の減少などが生じた。し
かし，そのような中においても，多様な主体との
連携を図り，人材育成や郷土愛等を育む講座に積
極的に取り組み，総合評価は概ね順調となった。

【課題】  
多様な主体と連携し，分野に応じた様々な学習

機会の提供とともに，学んだ人が団体の活動に参
加する，地域活動へ参加するなど，学習から活動
へとつなげる仕組みの充実が必要である。 
また，地域において他者の学習や活動を支える

人材の育成や，郷土愛を持ち，地域課題の解決に
主体的に取り組む人材の育成などに継続して取り
組む必要があり，これらの取組を効果的に進める
ため，多様な学習機会の提供や，求めに応じて相
談・情報提供を行う機能の強化を図っていく必要
がある。 

 

基
本
目
標
３  

【重点事業⑧】ＮＰＯ・大学・企業等と連携した学習の推進  
＜指標＞企業等と連携した講座開催数（講座） 

年度 H29 H30 R 元 R2 R3 

目標 基準値   
実績   
評価 ―   
⇒講座の企画や実施にあたり，地域団体や大学，企業等の様々
な組織と積極的に連携を図ってきており，令和２年度は新型
コロナウイルスの感染拡大に伴う講座の中止等により実績値
も若干減少したが，令和３年度には再度連携した講座数を増
やし，目標値を上回る実績を持続している。 

施策７ 施策８ 施策９ 基本指標 総合評価

点 点 点 点 
点 

概ね順調

施策の評価 

 

多
様
な
主
体
に
よ
る 

学
習
機
会
の
提
供

【総合評価】 

 

郷
土
愛
や
地
域
理
解
を 

促
進
す
る
取
組
の
推
進

 ≪基本指標≫学習活動をしている市民の割合 

年度 H28 R3 R4 評価 

目標 基準値 （ ％） ％ 点
実績 ％ ％  

やや遅れ
評価 ―   
 ※目標値は R4しか定めていないため，段階的な

上昇を見込んだ数値を R3目標値として記載。 
※実績値は R3実施の市民意識調査結果(5 年に一
度実施) 

 
【評価】 
令和２年度以降，コロナの感染拡大に伴い，

市においては ICT を活用するなど実施方法を工
夫しながら各事業を進めてきたが，講座等の減
少が否めない中，民間においても学習機会の提
供が難しく，市民自身も外出すら自粛しなくて
はならない社会状況が続いたことで，市民が思
うように学習活動をできなかったことから，大
幅な減少につながったと考えられる。 
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第２次宇都宮市読書活動計画（平成３０年度～令和３年度）の評価について 
  

 

 

 

目標 施策の評価 

  ≪基本指標ⅰ≫ 
最近１年間で読書（紙の本・電子書籍）をしている人の割合（％） 
年度 H28 R3 R4 評価
目標 (基準値) （82.8％） 83.0％ 80 点
実績 81.9％ 78.2％  概ね順調 
評価 ― B  

  ※目標値は R4 しか定めていないため，段階的な上昇を見込んだ数値を R3 目標
値として記載。実績値は R3 実施の市民意識調査結果(5 年に一度実施) 

【評価】読書をしている人の割合は概ね横ばいであり，コロナの影響は
少なかった。これは，外出自粛などのコロナ対策が個人の読書活動を
阻む要因にならなかったためと思われる。  施策２ 読書機会の少ない人々に向けたサービスの充実（2 事業） 

 施策３ ＩＣＴ技術を活用したサービスの充実（2 事業）  施策１ さまざまな市民に向けた読書活動の推進（4 事業） 

 施策４ 読書環境の整備（2 事業） 

 
 

 

 
コロナで中止せざるを得ない事業もあったものの，図書館資料・情報

の収集・提供や，図書館機能の充実に取り組むとともに，「よるとし
ょ」事業等，市民の読書意欲の維持や促進につながる取組を実施した。

【課題】 
読書バリアフリー法の趣旨を踏まえ，障がいの有無にかかわらず，誰

もが読書環境に親しめるよう，多様なニーズを捉えた図書館資料を充実
させるとともに，ＩＣＴ技術の利活用による非来館・非接触型サービス
の検討や，関係機関との連携による取組の充実等により，様々な市民の
状況に応じた読書環境づくりを進める必要がある。 

【総合評価】 重点① 重点② 基本指標 総合評価

― ８０点 ８０点 ８０点 
概ね順調

基本目標の評価 

【評価】夜間の図書館を活用した「よるとしょ」事業や，新成人
向けブックリストを成人式で案内する啓発事業など，コロナ
の影響がある中でも可能な読書機会の提供に取り組んだ。 

【課題】講座等の中止やオンライン化により図書館外での図書活
用の機会が減ったことから，新たな読書機会提供方法の検討
が必要である。また，図書館を利用していない市民への周知
啓発について，紙媒体だけでなくＩＣＴ技術を活用するな
ど，各世代のニーズを捉えた実施手法の検討が必要である。 

【重点事業①】アウトリーチサービスの推進 
＜指標＞実施回数（回） 

年度 H28 H30 R 元 R2 R3 
目標 (基準値) ３ ６ ９ １２ 
実績 ― ５ ５ ２ ３ 
評価 ― A B (ｺﾛﾅ) (ｺﾛﾅ) 

【評価】図書館ホームページアクセス数は増加した。また，貴
重な資料のデジタル化を着実に進め，ホームページで公開
した。 

【課題】コロナの影響もあり，非来館・非接触型サービスの充
実がますます重要となっている中で，今後は，電子書籍の
導入などＩＣＴ技術の利活用による新たな取組等を進めて
いく必要がある。

【重点事業②】ICT 技術を活用した読書活動の推進 
＜指標＞図書館ホームページアクセス数（件） 

年度 H28 H30 R 元 R2 R3 
目標 (基準値) 920,000 940,000 960,000 980,000
実績 900,000 731,570 716,581 728,666 733,806
評価 ― B B B B

 

 

【重点事業①】アウトリーチサービスの推進 

【重点事業②】ICT 技術を活用した読書活動の推進 

 施策５ 子どもの読書習慣を育む機会の充実（4 事業） 
【重点事業③】「ウチでもどこでも読み聞かせ」事業の実施 

 施策８ 中高生が参加できる事業の推進（2 事業） 
【重点事業⑥】高校生の本や読書に関する情報交換・発信事業の推進

 施策６ 乳幼児期の子どもへの読書活動の推進（3 事業） 
【重点事業④】はじめてえほん事業の実施 

 施策７ 小中学校との連携・支援の充実（3 事業）
【重点事業⑤】授業に役立つ資料・情報提供の充実 

【重点事業③】「ウチでもどこでも読み聞かせ」事業の実施 
＜指標＞事業実施回数（回）

【重点事業④】はじめてえほん事業の実施 
＜指標＞講座実施回数（回） 

年度 H28 H30 R 元 R2 R3 
目標 (基準値) ３ ６ ９ １２ 
実績 ― ３ ６ ２ ８ 
評価 ― A A (ｺﾛﾅ) (ｺﾛﾅ) 

【重点事業⑤】授業に役立つ資料・情報提供の充実 
＜指標＞学校希望図書利用件数（件） 

年度 H28 H30 R 元 R2 R3 
目標 (基準値) 1,650 1,700 1,740 1,770
実績 1,600 1,456 1,373 1,296 1,312
評価 ― B B B B

【重点事業⑥】高校生の本や読書に関する情報交換・発信事業の推進
＜指標＞高校生対象の情報発信回数（回） 

年度 H28 H30 R 元 R2 R3 
目標 (基準値) 5 11 17 23
実績 1 2 13 26 26
評価 ― C A A A

 

 
 

 

 
  おはなし会など対面による事業は規模を縮小したが，ボランティアに
よるおすすめ本紹介や中高生向けの特集コーナー設置など，コロナでも
可能な工夫により，子どもの読書活動に関する取組を実施した。 

【課題】 
ＩＣＴ技術の進展やコロナの影響により人との関わりが希薄になって

いる中，子どもの生きる力を育むためには，身近な人からの読み聞かせ
や，集団での読み聞かせを通した体験の共有が有効であることから，家
庭や小学校における読み聞かせの重要性を伝えていく必要がある。ま
た，中高生が読書や図書館に親しむ機会創出に取り組む必要がある。 

重点③ 重点④ 重点⑤ 重点⑥
基本 

指標ⅱ
基本 

指標ⅲ 総合評価

― ― ８０点 100 点 ８０点 ８０点 ８５点
概ね順調

【総合評価】 

年度 H28 H30 R 元 R2 R3 R4 評価 
目標 (基準値) (1,561,000) (1,562,000) (1,563,000) (1,564,000) 1,565,000 80 点
実績 1,560,000 1,561,787 1,485,624 1,310,414 1,410,422 概ね順調
評価 ― B B B B

年度 H28 H30 R 元 R2 R3 R4 評価 
目標 (基準値) （1.5） （1.52） （1.55） （1.57） 1.60 80 点
実績 1.47 1.67 1.63 1.47 1.45 概ね順調
評価 ― A A B B

年度 H28 H30 R 元 R2 R3 
目標 (基準値) 3 5 7 8 
実績 2 5 5 0 3 
評価 ― A A (ｺﾛﾅ) (ｺﾛﾅ) 

【評価】関係機関と連携した企画展示など，利用者の興味を引
く企画の実施により読書活動の推進を図った。また，図書館
施設の改修，整備を計画的に実施した。 

【課題】将来にわたり安定した図書館サービスを提供するた
め，図書館施設の計画的な改修等を進めるとともに，様々な
市民の状況に応じた読書環境を維持，支援する工夫や仕組み
づくりを検討する必要がある。

【評価】アウトリーチサービスはコロナの影響で規模を縮小せざ
るを得なかったが，障がい者サービスは資料の充実や特別支
援学校支援，資料作成に係る人材育成に着実に取り組んだ。 

【課題】読書バリアフリー法の趣旨を踏まえ，従来のサービスの
充実や関係機関との連携強化のほか，読書機会の少ない市民
に向けた新たな取組を検討し，障がいの有無にかかわらず，
誰もが読書に親しめる環境づくりを更に進める必要がある。 

【評価】コロナの影響はあるが，「うつのみやこども賞」などの
事業を着実に実施するとともに，勉強会を開催し子どもの読
書を支えるボランティアの育成支援に取り組んだ。 

【課題】子どもの読書を支えるボランティアの高齢化や担い手不
足，活動場所の減少に対応する必要がある。また，様々な理
由で読書が困難な子どもへの支援を強化する必要がある。 

【評価】コロナやＧＩＧＡスクールの影響により，図書の活用機
会が減少している傾向もみられるが，図書館から学校図書館
への貸出については一定の利用件数を保っている。 

【課題】ＩＣＴ技術の活用が身近になった学校現場の現状を踏ま
え，学校図書館と学校図書館司書の活用・支援方法について
検証する必要がある。また，学校により図書の活用頻度に格
差があるため積極的な情報提供や意見交換が必要である。 

【評価】規模を縮小しながら乳幼児向けのおはなし会を実施する
とともに，ボランティアによるおすすめ本紹介など代替事業
にも取り組み，家庭での読書環境づくりを支援した。 

【課題】子育て世代への読み聞かせ講座や図書館以外の場所での
おはなし会実施などにより，乳幼児期の家庭での読書環境づ
くりを支援する取組の充実を図る必要がある。

【評価】高校生が編集する読書情報誌「MIYATEEN」発行のほか，
館内展示等で中高生自身による情報発信を行うとともに，高
校生が参加・参画する催しを開催した。 

【課題】読書量の個人差が大きくなる年代であり，より魅力的な
読書情報の提供と効果的な情報発信方法の検討が必要であ
る。また，図書館を身近に感じてもらう工夫が必要である。
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≪基本指標ⅱ≫ 児童書の貸出冊数（冊）
 
 
 
≪基本指標ⅲ≫ 高校生の 1か月の読書量（冊） 
 
 

 
※目標値は R4 しか定めていないため，段階的な上昇を見込んだ数値を単年度

目標値として記載 
【評価】児童書の貸出冊数は，コロナ対策による臨時休館の影響はある

が，回復傾向にある。また，高校生の読書量は，概ね横ばいであり，
総じて子どもの読書量に大きな変化は見られなかった。 
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第２次宇都宮市読書活動計画（平成３０年度～令和３年度）の評価について 
 

 

 
 

 
 

基本指標はコロナの影響により評価外であったが，重点事業がＡ評価
の 100 点であり，総合評価は 100 点となった。人と人の交流が制限され
る中，事業への参加者等を増やすのは困難な状況にあるが，図書館を場
とした市民同士の交流機会の創出に努めた結果，ボランティアのモチベ
ーションの維持向上や，図書館と市民，また市民同士の結びつきの強化
につながった。 

【課題】  
    これまで継続してきた市民との協働による図書館運営を今後も推進し

ていくためには，ウィズコロナ時代を見据え，読書活動に関わる市民が
活躍する場の創出や交流の方法を見極めていく必要がある。読書活動を
介した市民同士の交流については，ＩＣＴ技術の活用を含め，世代間で
交流できる仕組みの検討が必要である。 

【総合評価】 

 

 

 

目標 施策の評価 

  ≪基本指標ⅳ≫ 
レファレンスサービスにおける利用者満足度（％） 
年度 H28 H30 R1 R2 R3 R4 評価
目標 (基準値) (61.3） (62.3) (63.2) (64.1） 65.0 100 点
実績 60.3 65.4 67.6 68.3 70.0 順調 
評価 ― A A A A

※目標値は R4 しか定めていないため，段階的な上昇を見込んだ数値を単年度 
目標値として記載 

【評価】コロナの拡大に伴う臨時休館の際も，電話やメールでレファレン
スを受け付けており，サービスを利用し，「満足」と回答した人の割合は
目標を上回った。  施策１０ 各図書館の特色を活かした事業の実施（6 事業） 

 施策１１ 課題解決に役立つ資料や情報の提供（2 事業）  施策９ 地域情報の収集・提供（3 事業） 

 

 

 
コロナの影響で講座等の開催が制限され，図書館資源活用の機会は 

減少したが，地域資料の充実や市民の課題解決に役立つ資料・情報の収
集・提供，レファレンス事例公開等により市民の課題解決を支援した。

【課題】 
図書館資源やレファレンスサービスの機能を市民に利活用してもらえ

るよう，認知度を高める工夫が必要である。また，関連機関との連携強
化を図り，多様化する市民・地域課題に対応した資料・情報の収集・提
供に注力するとともに，著作権法の改正に伴うＷＥＢレファレンスサー
ビス実施方法の検討を進めていく必要がある。 

【総合評価】 重点⑦ 重点⑧ 基本指標ⅳ 総合評価 

― ８０点 １００点 ９０点 
順調

基本目標の評価 

【重点事業⑦】みや学講座の開催 
＜指標＞講座開催数（回） 

年度 H28 H30 R 元 R2 R3 
目標 (基準値) ２ ４ ６ ８ 
実績 ― ３ ４ ３ ２ 
評価 ― A A (ｺﾛﾅ) (ｺﾛﾅ) 

【重点事業⑧】行政支援サービスの推進 
＜指標＞貸出冊数（冊） 

年度 H28 H30 R 元 R2 R3 
目標 (基準値) 1,760 1,820 1,880 1,940
実績 1,700 2,576 2,407 1,314 1,376
評価 ― A A (ｺﾛﾅ) B

 

 

【重点事業⑧】行政支援サービスの推進 

 施策１２ 人と人をつなぐ場や機会の提供の充実（2 事業） 

【重点事業⑨】世代を超えた交流の場の創出 

 施策１３ 市民との協働による読書活動の推進（2 事業）  

【重点事業⑨】世代を超えた交流の場の創出 
＜指標＞講座・イベントの開催数（回） 

年度 H28 H30 R 元 R2 R3 
目標 (基準値) 19 20 21 22 
実績 18 13 14 6 22 
評価 ― C B (ｺﾛﾅ) A 

重点 基本指標ⅴ 総合評価 

１００点 ― １００点 
順調 

 

【重点事業⑦】みや学講座の開催 

≪基本指標ⅴ≫ 
読書推進事業の参加人数(人) 
年度 H28 H30 R1 R2 R3 R4 評価
目標 (基準値) (24,200) (24,400) (24,600) (24,800) 25,000 ―
実績 24,000 25,745 24,420 2,710 9,430 ― 
評価 ― A A (ｺﾛﾅ) (ｺﾛﾅ)
※目標値は R4 しか定めていないため，段階的な上昇を見込んだ数値を単年度 

目標値として記載 

【評価】事業の中止や人数制限により目標に達していないが，小規模で
あっても開催方法を工夫して講座や催しものの実施に取り組み，令和
２年度と比較して参加人数が増加した。 

【評価】地域資料・情報の収集・提供を行うとともに，図書館 
資料を活用した宇都宮に関する講座を実施するなど，市民が
宇都宮への理解を深め，郷土愛を育む機会を創出した。 

【課題】宇都宮市に関する資料・情報の継続的な収集と，収集し
た資料・情報の活用機会を増やすため，関係課や関係機関と
の連携を強化する必要がある。 

【評価】コロナにより研修会や講座数が減少したが，各図書館 
の地域性や特色を反映した資料・情報収集，講座を実施し， 
各図書館の特色を生かして事業に取り組んだ。 

【課題】多様化する市民・地域課題の解決を支援するためには，
幅広い情報収集や関係機関との連携が必要である。また，限
られた資源の中で多様な課題への対応力を高めるため，拠点
館を中心に地域性や市民ニーズを捉えた資料・情報の収集・
提供に取り組む必要がある。

【評価】市民が抱える課題解決に役立つ資料・情報の収集・
提供及び講座を実施した。また，国立国会図書館による
「レファレンス協同データベース」にデータを提供しＷ
ＥＢを通じてレファレンス事例の公開に取り組んだ。 

【課題】多様化する市民の課題解決を支援するためには，地
域課題や社会情勢の変化に応じた資料の充実とともに，
幅広い分野における関係機関との連携や司書のレファレ
ンス能力向上が必要である。また，著作権法の改正に伴
う公衆送信に関する措置の動向を注視しながら，ＷＥＢ
を活用したレファレンスサービスの実施を検討する必要
がある。 

【評価】読み聞かせボランティア研修会や，各図書館のボラン
ティア同士が集う勉強会を開催し，コロナで活躍の場が減
少しているボランティアのモチベーション維持につなげる
とともに，職員との交流や情報交換・意見交換ができた。 

【課題】市民との協働による図書館運営は今後も推進していく
必要があるが，図書館事業の減少や規模縮小，人を集めに
くい社会状況を鑑み，市民の知識技能を生かす新たな場の
創出を検討するほか，交流会等の実施方法を見直す必要が
ある。 

【評価】コロナにより，人の交流を促す事業は規模を縮小せざ 
るを得なかったが，事業の実施回数を増やし，図書館や読
書を通じて人と人が交流できる機会を提供した。 

【課題】図書館や読書を通じた市民同士の交流機会の創出は重
要であることから，ＩＣＴの活用も含め，ウィズコロナ時
代に対応した実施手法や事業内容を検討する必要がある。 
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「（仮称）第３次宇都宮市地域教育推進後期計画」策定に向けた課題について

【基本目標①】 市民一人ひとりが主体的に

学習活動に取り組んでいます 
・ デジタルトランスフォーメーションなど，さら

に高度な情報化が進む中，新しい技術を活用した
学習やつながりづくり等の検討が必要 

・ 様々な困難を抱える人達への学習機会の充実
とともに，学び直しや社会の変化に対応した学習
など，これからの社会を支える人材の育成に向け
て，多様な分野が連携・協力しながら学習機会を
創出していくことが必要 

・ 市民の学ぶ意欲を引き出せるよう，地域や世代
ごとの市民ニーズを捉え，内容や実施方法を工夫
した学習機会の提供，読書活動の推進，図書館サ
ービスの充実などを図っていくことが必要 

２ 本市の地域教育の状況 

 

 

（基本目標１）の課題 

ICT 等を活用した学習環境の充実を図るとともに，交流機会や
体験活動ができる機会等，市民の学習意欲を喚起・向上させる学
習機会の充実，課題解決に取り組む人材育成や，学習や活動の相
談・情報提供機能の充実が必要 

（基本目標２）の課題 

幅広く，きめ細かな家庭教育支援に向けた取組の充実ととも
に，ウィズコロナにおいても地域全体で子どもたちの育ちを支
える意識の高揚，教育活動の活性化に向けた支援の強化が必要 

（基本目標３）の課題 

多様な主体と連携し，市民の学んだ成果を活動へとつなげら
れる仕組みの充実や，これからの地域社会を支える人材の育成，
市民の学習や活動を支える相談・情報提供機能の強化が必要 

 第３次宇都宮市地域教育推進計画前期計画 

 【地域のこと】地域の教育力の状況をどう思うか 
・「わからない」  (H28)30.1%⇒(R3)36.7%  +6.6%
・「低下している」 (H28)41.3%⇒(R3)39.2%  ▲2.1%
・「向上している」 (H28)12.7%⇒(R3)11.1%  ▲1.6%

「低下している」と答えた理由は，「近所の人々が
親交を深められる機会の不足」(54.5%)が多い。 

【人づくり全般】学び直したいと思う分野について 
 ・「人文科学」37.3%，  ・「芸術」  28.5% 

・「学び直したい分野は特にない」  21.2% など 
8 割近くは何かしらを学び直したい希望がある

【生涯学習】学習や活動をしている市民の割合 
・「している」 (H28)38.3%⇒(R3)23.9%  ▲14.4% 

学習情報等を得る方法は，「SNS」が増加，紙媒体は
減少。65 歳以上は，「地域の人」「回覧板」が多い。 

【家庭教育】家庭の教育力が低下していると思う市民の割合

・「思う」  (H28)42.1%⇒(R3)30.4% ▲12.1% 
家庭教育で特に問題になっていると思うことは，「過

保護・過干渉な親の増加」が 4 割近くと多い。 

【読書活動・調べもの】最近 1 年間の読書をする時の媒体

・「紙の本のみ」  (H28)66.4%⇒(R3)48.7% ▲17.7%
・「紙と電子書籍」(H28)13.5%⇒(R3)24.7%  +11.2% 

55 歳以上では「紙の本のみ」が 50%以上。54 歳以
下では「紙と電子書籍」が 30～40%ほどと多い。 

【図書館】最近 1 年間で図書館や図書室を利用した人の割合

・「利用した」   (H28)38.7%⇒(R3)28.9% ▲9.8%
  ・「過去に利用した」(H28)19.9%⇒(R3)31.2%  +11.3% 

⇒（図書館に望むこと）「読みたい本が豊富」，「調べたいこ
とを聞ける」，「大きな文字，点字・声の図書がある」など。

 市民意識調査結果（抜粋） 

 
 

（基本目標Ⅰ）の課題 

図書館機能の充実や市民の読書意欲の維持・促進に取り組んでい
るが，市民ニーズ・状況に応じた資料の充実や読書環境づくりが必
要 

（基本目標Ⅱ）の課題 

子どもの読書活動を促進しているが，読み聞かせの重要性を伝え
る取組や，中高生が図書館や読書に親しむ機会創出の取組が必要 

（基本目標Ⅲ）の課題 

資料・情報の収集やレファレンス事例公開など市民に役立つ資
料・情報の充実に取り組んでいるが，レファレンスの認知度向上や
実施方法の工夫，課題に対応した資料・情報の収集・提供が必要 

（基本目標Ⅳ）の課題  

図書館を場とした交流機会の創出などに取り組んできたが，ウィ
ズコロナに即した市民の活躍の場の創出や交流方法の検討が必要

 第２次宇都宮市読書活動推進計画 

３ 策定に向けた課題 

【基本目標②】 地域・学校・家庭が連携・協力

し，地域全体で教育活動に取り組んでいます 
・ 子育て家庭に対し，悩みの解決や仲間づくり，

気づきを促す学習機会の提供，読書や読み聞かせ
の重要性を伝える取組等とともに，アウトリーチ
の手法や ICT を活用し，個別具体的できめ細かい
家庭教育支援に取り組んでいくことが必要 

・ 魅力ある学校づくり地域協議会については，コ
ミュニティ・スクールの課題や必要性を精査しな
がら，各協議会の活動の充実を図ることが必要 

・ コロナ禍においても，地域住民や様々な主体が
連携・協働して子どもたちの多様な体験活動の機
会を創出するなど，地域ぐるみで子どもの豊かな
心の育成を図る意識の高揚，活動の充実が必要 

 

【社会情勢の変化】 

  少子化，人口減少 
  人生 100 年時代の到来 
  ウィズコロナへの転換 
  社会全体のデジタル化 
  加速するグローバル化 

  家族形態，子育て環境の変容 
  若者の社会参画の促進  
  産業構造の変化，雇用形態の多様化 
  地域における人のつながりの希薄化 
  社会的包摂の実現 
  自然環境の変化，自然災害の頻発 

【基本目標③】 多様な主体や人がつながりを

深め，学んだ成果を生かして活動しています 
・ 社会の激しい変化に伴い，様々な分野で多様

化・複雑化する課題の解決に向けて，指導者やボ
ランティアとなり活躍できる人材の育成が必要 

・ 再就職を望む高齢者や産後女性，転職を望む就
労世代などが，求める能力を身につけることがで
きるよう，高等教育機関や企業等と連携し，高度
な学習の場へとつなぐ取組の充実が必要 

・ 地域を支える人材の育成に向け，地域住民の地
域理解を促す取組，活動を促す取組を進めるとと
もに，未来の地域社会，地域経済を支える子ども・
若者への郷土愛等を育む取組の充実が必要 

【その他】市民の主体的な学習や活動を支

え，促す，生涯学習推進の基盤づくり 
・ 図書館における誰もが利用しやすいバリアフ

リー環境の整備や資料の充実，ICT の活用等によ
る読書環境の充実に取り組んでいくことが必要 

・ 市民の学習と活動の場となる生涯学習センタ
ー等において，ICT への対応や多言語表記など，
時代の変化や地域の特性に応じて，誰もが利用し
やすい，利用を促す環境整備が必要 

・ 図書館におけるレファレンスサービス，生涯学
習センターにおける学習相談など，市民の学習等
における課題を解決へと導く相談機能の認知度
向上，サービスの充実を図ることが必要 

【社会教育委員の会議からの提言】（令和３年５月） 

   「学習方法」： 参加交流型学習， 体験活動・体験型学習，
 多様な主体と連携した学習， ICT を活用した学習 

   「学習内容」: 
①心身の健康，②防犯意識の醸成，③家庭教育の意識の醸
成，④人権教育，⑤キャリア教育・リカレント教育，⑥情報
教育，⑦地域理解の促進や郷土愛の醸成，⑧環境理解・環境
保護と災害等への危機管理能力の向上
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１ 地域教育を取り巻く状況 

 【国・県の動向】 
○ 第３期教育振興基本計画（H30.3 ⽉） 
・家庭教育支援員となる人材育成や訪問型家庭教育支援の充実  
・グローバルに活躍する人材の育成  ・障がい者の生涯学習の推進 
・学びのセーフティネットの構築 

○ 「⼈⼝減少時代の新しい地域づくりに向けた社会教育の振興⽅策について」（H30.12 ⽉） 
・社会教育を基盤とした「人づくり」，「つながりづくり」，「地域づくり」 
・多様な人材の幅広い活躍の推進   ・多様な主体との連携強化 
・社会教育施設の機能の一層の強化   

○ 第 10 期中央教育審議会⽣涯学習分科会における議論の整理（R2.９⽉） 
・困難を抱える人たちの学習機会の拡充 ・「命を守る」生涯学習の推進
・マルチステージの人生での学びの充実 ・デジタルディバイドの解消 
・「オンライン」と「対面」の学びの組み合わせ ・リカレント教育の推進 
・子ども，若者の地域・社会への参画，多世代交流 

○ コミュニティ・スクールのあり⽅等に関する検討会議最終まとめ（R4.3 ⽉） 
・すべての学校へのコミュニティ・スクールの導入促進 
・地域との連携，協働により，対話と信頼に基づく学校運営の実現 

〇 栃⽊県⽣涯学習推進計画（R3.3 ⽉） 
・「とちぎの生涯学習」の３つの方向性 

①「自立」（人生を切り開く），②「協働」（多様な主体の連携・協働）
③「創造」（ふるさとへの愛着を育み、地域の持続的発展図る） 

・基盤：学びを支える環境づくり，多様なライフスタイルに対応した情報
提供・相談体制，コーディネート機能の充実，施設の機能充実 

【国・県の動向】（読書関係） 
〇 ⼦供の読書活動の推進に関する基本的な計画（H30.4 ⽉） 
・福祉部局，学校，民間団体などとの連携，協力  ・情報化の推進
・家庭における読書を支援する取組の推進    ・移動図書館の活用
・各発達段階に応じた読書活動の推進  ・ボランティア活動の推進
・障がい児のための環境整備  ・子どもの利用スペース設置，確保

〇 視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する基本的な計画（R2.7 ⽉）
・アクセシブルな電子書籍等の普及及び書籍の継続的な提供 
・アクセシブルな書籍等の量的拡充，質の向上   
・障がいの種類・程度に応じた配慮 

〇 著作権法の⼀部を改正する法律（R3 年） 
・図書館関係の権利制限規定の見直し 
・放送番組のインターネット同時配信等に係る権利処理の円滑化 

〇 栃⽊県⼦どもの読書活動推進計画（H31.3 ⽉）   
・子どもの発達の段階に応じた取組の推進 など 

【本市の第６次宇都宮市総合計画改定の方向性】 

 スーパースマートシティを支える「ＮＣＣ」 
 スーパースマートシティを構成する「３つの社会」 
・絆を深め，共に支え合う「地域共生社会」 
・誰もが活躍し，様々なモノが交流する「地域経済循環社会」
・未来への責任を果たす「脱炭素社会」 

 スーパースマートシティの実現に向けた原動力 
「人」づくり，「デジタル」の積極的な活用

 
 
ア 「デジタル」の積極的な活

用，環境整備 
⇒(基本⽬標①，②，他) 

イ 外国人，障がい者，高齢者
等，社会的包摂に向けた学
習機会，環境整備 
⇒(基本⽬標①，他) 

ウ 誰もが社会で活躍する学び
直し，キャリア教育の推進 
⇒(基本⽬標①，③) 

エ 情報化，国際化，環境保護
等，社会の変化に対応し，
社会を支える人材の育成 
⇒(基本⽬標①，③) 

オ 子どもの豊かな心を育む読
書活動や体験活動の推進 

  ⇒(基本⽬標①，②，他) 
カ 人と人との交流機会の創

出，つながりづくり 
⇒(基本⽬標①，②) 

キ 多様な子育て環境に応じた
きめ細かな家庭教育支援 

  ⇒(基本⽬標②) 
ク 地域・学校・企業・福祉部

局・団体等と連携した学習
機会，教育活動の活性化 

  ⇒(基本⽬標②，③) 
ケ これからの地域の担い手を

育てる郷土愛の醸成，活動
へつなぐ仕組みの充実 

   ⇒(基本⽬標③) 
コ 市民の学習や活動を支え，

意欲を促す社会教育施設の
機能の充実 
⇒(基本⽬標①，他) 

【今後取り組むべきこと】 



 

「第３次宇都宮市地域教育推進計画 後期計画」に係る策定体制 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【市民からの意見】 

【附属機関】 

 

庁  議
○ 計画の策定 

教育委員会
○ 教育行政に関する基本方針

及び計画の策定 

社会教育委員の会議 
【職務】 

社会教育に関する諸計画

の立案や，教育委員会の諮

問に応じ，社会教育に関し

意見を述べる。 

【構成】 

学校教育関係者，社会教

育関係者，家庭教育関係者，

学識経験者 計２０名

 策定委員会  
○ 委員長  生涯学習課長 

○ 副委員長 みんなでまちづくり課長 

○ 委員   財政課長，政策審議室長， 

スーパースマートシティ推進室長， 

保健福祉総務課長，子ども未来課長， 

環境政策課長，産業政策課長， 

都市計画課長，教育企画課長， 

関係部長会議 
○ 計画策定等重要案件について随時協議 

 作業部会  
○ 部会長  生涯学習課長補佐 

○ 副部会長 生涯学習課生涯学習Ｇ係長 

○ 委員   策定委員会委員所属係長等 

パブリックコメント 

生涯学習センター運営審議会
【職務】 
生涯学習センターにおける社

会教育事業等について意見を述

べる。 

【構成】 

社会教育関係者，学校教育関

係者，学識経験者，公募 

※ 検討事項に応じて，その他の関係部局が出席 

※ 検討事項に応じて，その他の関係課等が出席

意見の 
反映 

学習と活動に関する 
市民意識調査 

意見の 
反映 

※ スーパースマートシティの実現を通した SDGｓへの

貢献に向けて，その原動力となる人づくりを様々な分

野で幅広く検討していくための関係課にて構成

参考１



調　査　表 参考２　 

事業名

担当課 活動指標名 年度 H29 H30 R1 R2 R3 R4

生涯学習センター等に
おける学習機会の充実

目標値 1,790 1,792 1,795 1,797 1,800

生涯学習課 実績 1,788 1,761 1,754 1,099 1,237

ＩＣＴに対応した
学習の推進

目標値 1 3 5 7 10

生涯学習課 実績 - 0 1 10 14

健康づくりを支援する
取組の充実

目標値 33 34 35 36 38

生涯学習課
高齢福祉課

実績 32 33 35 13 25

学習情報提供事業・
学習相談事業の充実

目標値 5,150 5,190 5,235 5,275 5,320

生涯学習課 実績 5,081 5,166 5,437 4,633 4,721

宇都宮市民大学の充実 目標値 630 700 700 700 700

生涯学習課 実績 616 680 689 224 533

地域教育メッセの充実 目標値 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

生涯学習課 実績 6,000 7,000 7,000 ― 0

目標値 2,870 2,900 2,930 2,960 3,000

実績 2,840 2,919 2,235 580 1,405

目標値 264 277 290 303 316

実績 245 246 230 107 115

読書活動の充実 目標値 945,200 954,500 964,200 973,500 983,600

中央図書館 実績 935,887 916,254 1,009,426 795,493 810,187

図書館における
ＩＣＴの導入の促進

目標値 84,000 86,000 88,000 90,000 103,500

中央図書館 実績 81,819 117,352 170,329 86,073 81,139

子ども読書活動の推進 目標値 1,598,000 1,598,500 1,599,000 1,599,500 1,600,000

中央図書館 実績 1,597,812 1,531,787 1,485,624 1,310,414 1,410,422

図書館の
環境整備の推進

目標値 80 80 80 80 81

中央図書館 実績 79 82 84 86 86

図書館レファレンス
サービスの利用促進

目標値 100 100 100 100 100

中央図書館 実績 - 98 97 93 95

生涯学習課
高齢福祉課

高齢者の
生きがいづくりの推進

7

8

8-1

8-2

8-3

9

1

2

3

4

5

6

事業の
進捗

(ｺﾛﾅ)

　新型コロナウイルスの感染拡大以降，臨時休館等による利用者数への影響があったものの，一部の講演会等については可能な限
り感染症対策を講じて実施するなど，利用者数等は回復傾向である。
　コロナ禍における市民の様々な状況・ニーズの変化を捉えた資料・情報の充実や読書機会の提供，また，令和元年度に施行され
た「読書バリアフリー法」への対応が求められていることから，今後は，障がいの有無にかかわらず，すべての市民が等しく読書
に親しめる環境づくりができるよう，ＩＣＴの利活用も含めた多様な手法による読書機会の創出について検討を進める。

　新型コロナウイルスの感染拡大以降，臨時休館等の影響により図書館PC等の利用者数は減少傾向にある。一方で，非来館・非接
触型サービスへの需要が高まっていることから，コロナ禍でも市民が読書活動に親しめるよう電子図書導入などICTの利活用が重要
となっている。
　今後は，電子図書試行導入の検証や本格導入に向けた検討を進めるほか，令和5年度に予定しているシステム及び機器更新に合わ
せて，利用者の利便性を向上させる新機能の検討を進める。

番
号

新
規

　令和元年度末から新型コロナウイルス感染症の感染が拡大し，各施設の利用制限や講座の中止等をせざるを得なかったが，講座
においては，講師との調整による開催時期の変更や，徹底した感染症対策，ZoomやYouTubeを活用しながら講座を開催してきたとこ
ろであり，生涯学習センターの貸館や図書館利用についても，換気や消毒など，感染症対策の徹底，周知を行い，令和２年度より
利用者数は微増した。
　今後は，新型コロナウイルス感染症の終息が見通せない中においても，市民の学習，活動，交流への意欲を維持・向上させてい
く必要があることから，参加したいと魅力を感じる講座の実施や，安心・安全に学習や活動ができる場の提供，学習や活動を通し
て交流する機会の創出等に取り組んでいく。

(ｺﾛﾅ)

(ｺﾛﾅ)

Ａ
順調

市民活動団体や自主学習グループと市民が交流
を通して活動紹介・情報交換をし，今後の活動
の活性化や機会づくりの場とする。

基
本
目
標

施
策

重
点

市民ニーズに応じた学びの機会や場の提供，よ
り参加しやすい環境整備に取り組むことによ
り，全ての市民の事業への参加を促進する。

○ ○

事業の内容

○

施
策
１

生涯学習センターや老人福祉センターにおい
て，健康づくりや趣味の講座の開催，看護師に
よる健康相談などを実施する。

デジタル及びインターネット情報提供の強化
や，蔵書管理の効率化に資するＩＣＴの導入を
促進するとともに，デジタルアーカイブの推進
や，電子図書の導入検討も進めていく。

Ｂ
概ね順調

Ｂ
概ね順調

図書館利用者数
（人）

レファレンス事例のデータベースやパスファイ
ンダーを作成するとともに，テーマに沿った資
料の選書・リスト作成を行いレファレンスサー
ビスの利用促進を図る。

児童書の貸出冊
数 （冊）

レファレンスに
対する利用者満
足度（％）

Ａ
順調

安全・快適な図書館利用，また施設・設備の機
能向上を図るため，計画的に改修等を行うとと
もに，効果的・効率的な管理運営に向け体制の
充実を図る。

事業の評価と今後の方向性

図書館の読書環
境に関する利用
者満足度
（％）

市民大学受講者
数 （人）

図書館における
インターネット
利用数（人）

人づくりフォー
ラムの来場者数
（人）

情報機器を介した講座の提供とともに，情報機
器の取り扱いやインターネットの安全な利用方
法など，情報技術を安全に活用するための講座
を実施する。

　順調に受講者数を伸ばしてきていたが，新型コロナウイルスの感染拡大により講座を中止せざるを得ず，令和２年度は著しく減
少した。令和３年度においても，緊急事態宣言の発令などにより，様々な変更を余儀なくされたが，可能な限り日程や回数等の調
整を行うなど柔軟に対応しながら実施し，年間を通じて例年と同程度の修了率を維持することができた。また，公開講座について
は，開催を中止したが，事前の申込者のうち新規申込者が約８割を占め，１９歳以下を含め幅広い年代層からの申込みがあるな
ど，市民の学習意欲の高揚につながる講座を企画することができた。
　今後は，引き続き，新型コロナウイルス感染症対策を講じるとともに，令和３年度に人気のあった講座を事務局企画枠「リクエ
スト講座」として実施する。また，２年続けて中止となった公開講座の実現に向け，オンライン開催など新型コロナウイルス感染
症の影響に左右されない実施手法について検討する。

　令和元年度末から，新型コロナウイルス感染拡大の影響が続く中，生涯学習センターにおいては，中止せざるを得ない講座も
あったが，開催時期を調整するなどしながら講座の開催数を増やすなど，令和２年度より受講者の増につなげている。また，老人
福祉センターにおいても新型コロナウイルス感染症の影響があるものの，感染症対策を徹底し，利用者数は微増した。
　今後も，高齢者が心身ともに健康で充実した生活を送れるよう，生きがいづくりに資する取組を進めていく必要があることか
ら，生涯学習センターおよび老人福祉センターにおいて，引き続き感染症への適切な対策を講じていくとともに，高齢者が利用及
び参加したくなる魅力的な事業，今後の生きがいに気づくきっかけとなる事業などを実施する。

高度で専門的な学習要求に応える学習機会を提
供するとともに，学んだ市民がその成果を地域
に還元することで，地域社会の活性化や持続的
発展が図れることを目的とする。

Ｂ
概ね順調

生涯学習セン
ター等の利用者
数 （千人）

活動指標名と目標値及び実績

市民に有用な学習情報提供の仕組みづくりや，
生涯学習指導員を配置して，学習相談を実施す
る。

マナビス登録件数
（講座，イベント，
施設，団体，人材バ
ンク（講師・地域の
担い手）） （件）

生活習慣の改善や運動に関する講座の開催，介
護予防に取り組む自主グループの活動支援な
ど，高齢者を中心とした健康づくりを支援す
る。

生涯学習セン
ターにおける健
康づくり講座の
実施回数（回）

ＩＣＴを活用し
提供した講座数
（講座）

○

　様々な市民ニーズや今日的課題に対応できるサービスの充実を進めており，令和３年度は，市民や地域が抱える課題解決と市民
の調査研究活動を支援するため，レファレンス事例集の整理を進めたほか，国立国会図書館が実施するレファレンス共同データ
ベースで事例の公開を行い，満足度は令和２年度より高くなった。
　今後は，レファレンスサービスの満足度とともに，サービスの認知度をより高めていく必要があることから，引き続きレファレ
ンス事例集の整理と一般公開を進めるとともに，著作権法の改正に伴う公衆送信に関する措置の動向を注視しながら，ＷＥＢを活
用したレファレンスサービスの実施を検討するなど，サービスの充実や認知度の向上を図る。

老人福祉セン
ター延べ利用者
数（千人）

生涯学習センター
講座における６０
歳以上の受講者数
（人）

Ｂ
概ね順調

Ｂ
概ね順調

(ｺﾛﾅ)

(ｺﾛﾅ)

市民の誰もが気軽にかつ快適に図書館を利用す
ることができ，生涯にわたり読書活動に親しむ
ことができるよう，ソフト・ハード両面から読
書環境の充実を図る。

　登録件数は順調に増加していたが，新型コロナウイルス感染症の感染拡大により減少，令和３年度の登録件数は令和2年度より微
増となった。
　今後は，市民一人ひとりの主体的な学習活動の支援に向けて，引き続き，市民へのシステムの周知に取り組むとともに，団体・
サークルや講師等の多様な学習情報を登録し，マナビスの利用促進を図る。

　東図書館や河内図書館の設備の改修工事などを施工しており，読書環境の利用者満足度が高いことから順調である。
　引き続き，施設の老朽化への対応やユニバーサルデザインへの配慮，図書館機能の充実などが必要であることから，図書館施設
の計画的な改修，整備を進めていく。また，今後も市民ニーズへの対応や将来にわたり安定した図書館サービスを提供するための
職員体制の整備，財源確保に向けた取組等を進める。

小中学生への読書支援を継続する一方，く高校
生に対して，将来へと繋がる柔軟な考え方や生
き方を培う読書の重要性を発信し，読書推進の
充実を図る。

　令和３年度は，令和２年度に比べ児童書の貸出冊数は増加したが，新型コロナウイルス感染症対策による臨時休館や各事業の中
止・規模縮小等が続いていることから，全体的には減少傾向である。
　子どもが継続的に読書に親しむためには，家庭へのはたらきかけや子どもの読書に関わる人材の確保が重要であることから，引
き続き，読書機会の格差の解消やボランティアの確保及び育成に取り組むほか，小学生に比べて読書量が減少する中高校生に向け
て，図書館に興味を持ってもらうような仕組みを検討するなど，すべての子どもが読書に親しめる機会の充実を図る。

　開催目的の方向性が一致する「うつのみや人づくりフォーラム」と同時開催をしており，令和２年度，令和３年度についても同
時開催を予定していたが，新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により中止とした。
　今後は，市民活動団体や自主グループの活性化に向け，各地区の生涯学習センターで実施している文化祭の状況などを把握しな
がら，事業のあり方について検討していく。

Ｂ
概ね順調

　ZoomやYouTubeを活用した子育て講座やものづくり講座の提供に取り組み，順調に講座数を増やしているが，これからのウィズコ
ロナを考える中で，ICTを活用した講座においても，学びを通して人と人とがつながる機会を創出するなど，より効果的なICTの活
用を検討していく必要がある。
　今後も積極的な講座の配信とともに，オンライン上で受講者が発言し，交流も持てるワークショップの開催など，様々な面でICT
のさらなる活用を検討しながら講座の充実に努める。

　新型コロナウイルスの感染拡大により，中止せざるを得ない講座もあったが，開催時期を変更するなどしながら各生涯学習セン
ターで健康づくりの講座に取り組み，講座の実施回数は戻りつつある。
　健康づくりの講座等を実施する上では，コロナ禍においても，市民の活動や運動を促進させていくことが重要であることから，
講座の安全・安心な実施とともに，受講後も個人で実施できる運動等の紹介や，受講者が運動等を行う団体・グループ等と結びつ
く仕組みを検討するなど，受講後が継続的・自主的に健康づくりに取り組んでいけるよう努める。

基
本
目
標
Ⅰ

1



調　査　表 参考２　 

事業名

担当課 活動指標名 年度 H29 H30 R1 R2 R3 R4

事業の
進捗

番
号

新
規

基
本
目
標

施
策

重
点

事業の内容 事業の評価と今後の方向性
活動指標名と目標値及び実績

生活課題解決型講座
の充実

目標値 2,700 2,725 2,750 2,775 2,800

生涯学習課 実績 2,676 2,677 2,532 1,000 1,055

大学生等の参画による
多世代交流の推進

目標値 1 1 2 3

生涯学習課 実績 - 3 0 1

コミュニケーション力
向上学習の推進

目標値 48 50 53 56 60

生涯学習課 実績 46 41 57 21 35

目標値 260 270 280 290 300

実績 249 276 277 0 0

目標値 88 91 94 97 100

実績 86 87 90 22 68

大人に対する人づくり
啓発事業の実施

目標値 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

教育企画課 実績 6,000 7,000 7,000 0 0

様々な困難を有する人
の学習活動への支援

目標値 4 5 6 8 10

生涯学習課
中央図書館

実績 3 6 7 2 3

ＩＣＴに対応した
学習の推進

目標値 4 6 8 10 12

生涯学習課 実績 2 4 5 1 5

ＮＰＯ・大学・企業等と
連携した学習の推進

目標値 32 34 36 38 40

生涯学習課 実績 30 44 47 39 46

学び直しの支援 目標値 1 2 3 5

生涯学習課 実績 - 1 0 0

人権教育の推進 目標値 36 37 38 39 40

生涯学習課
男女共同参画課

実績 35 42 42 16 18

超高齢社会に対応した
学習の推進

目標値 100 100 100 100 100

生涯学習課
高齢福祉課

実績 125 144 130 37 82

多文化共生に向けた
教育の推進

目標値 34 35 36 37 38

生涯学習課
国際交流プラザ

実績 33 31 32 12 12

ワーク・ライフ・バランス
の理解に向けた
啓発事業の実施

目標値 7 7 7 7 7

男女共同参画課 実績 15 12 13 7 8

子ども未来課
生涯学習課

子どもの体験活動・
体験学習機会の充実

21

再(2)

16

17

18

19

20

10

11

12

13

14

15

Ａ
順調

生涯学習センター等において実施してきた，具
体的かつ身近な生活課題の解決に資する講座の
充実を図る。

生活課題解決型
講座受講者数
（人）

大学生等が参画
した子どもの体
験活動実施回数
（回）

　新型コロナウイルスの感染拡大による講座の中止や規模の縮小により，受講者数は半数以下となったが，感染防止対策の徹底
や，開催時期を変更するなどして取り組み，令和３年度は令和２年度より微増した。
　時期の変更などが難しく中止せざるを得ない講座もあり，実施方法の柔軟性が必要であることから，今後は，必要に応じて講座
の一部を動画等の配信に変更するなど，講師との事前調整から様々な状況を想定して準備を進めることで，市民が自らの生活を改
善し，より豊かな生活を送るための学習機会をを安定して提供できるよう取り組んでいく。

　学習活動への参加が困難な人たちが集まりやすい機会や場を捉え，講座等を届ける取組を進めてきたが，新型コロナウイルスの
感染拡大以降は，困難を抱える人たちへの働きかけは思うように実施できなかった。
　今後，困難を有する人に対して学習活動の支援を充実させていくためには，感染症対策とともに，高齢，障がい，家庭環境な
ど，抱える困難の違いにより適切なアプローチを確立させていくことが必要であることから，困難に応じて必要となる関係機関と
の連携や効果的な実施手法を検討していく。

　様々な講座に参加交流型学習を取り入れており，新型コロナウイルスの感染以降，実施回数は減少したが，マスクの着用，ソー
シャルディスタンスの確保，パーテーションの設置などの工夫をしながら実施回数を戻しつつある。
　講座に参加した市民が，自身のコミュニケーション力の向上を図るとともに，学習を通して他者と交流を持ち，つながりをつ
くっていくことも重要であることから，今後は，人と人が直接交流を持つこととあわせ，ＩＣＴを活用した交流を検討するなど，
安全で気兼ねのない交流や，受講後も継続していけるつながりづくりなどに結び付く実施手法を検討していく。

(ｺﾛﾅ)

(ｺﾛﾅ)

　生涯学習センターの講座において，大学と連係して実施していたが，子どもたちの体験活動や多世代交流という性質上，新型コ
ロナウイルスの感染拡大に伴い，中止や内容の変更を余儀なくされており，実施の予定は立てるものの思うように実施できない状
況が続いている。
　新型コロナウイルス感染症への懸念が続く中，大学側も学生を参加させづらい状況にあることから，今後，ウィズコロナの中で
どのように体験活動や多世代交流を進めていくことができるのか，実施方法や事業のあり方等を検討していく。

(ｺﾛﾅ)

Ｂ
概ね順調

(ｺﾛﾅ)

　商店街の協力のもと実施する職業体験「キッザみや」については，新型コロナウイルスの感染拡大により中止としており，生涯
学習センターにおける青少年対象講座については，新型コロナウイルスにより令和２年度の実施回数は著しく減少したものの，感
染症対策を行いながら令和３年度には実施回数を増やせた。
　今後，ウィズコロナの中においても，青少年の体験学習機会の充実を図っていくことは重要であることから，新型コロナウイル
ス感染症の感染対策の徹底や，実施方法，体験人数などを検討しながら，引き続き，「キッザみや」や青少年対象講座などで多様
な体験学習機会の提供に取り組んでいく。

高齢者や障がいのある人，経済的・家庭的な困
難を有する人など，学習活動に参加することが
困難なあらゆる人々への学びの機会や場を提供
する。

関係機関や大学等と連携し，子どもの体験活動
に大学生等が参画することで，子ども・大学
生・指導者等の多世代交流の機会を創出する。

○

グループワークや参加者同士の意見交換など，
参加交流型の学習を通じたコミュニケーション
力の向上に資する学習機会の充実を図る。

商店街の実際の店舗等において職業体験を行う
「キッザみや」や，各生涯学習センター・青少
年活動センター等において行われる，自然体験
ものづくりや野外体験活動，科学実験などの体
験学習機会の充実を図る。

○

○

保護者が集まる機会や事業所等における出前講
座，人づくりフォーラムの実施，企業等に対す
る宮っ子の誓いの普及啓発を行う。
さらに，市全体で共有する人づくりの目標を策
定し，普及啓発を行う。

キッザみや参加
者数（人）

生涯学習セン
ターにおける青
少年対象講座実
施回数（回）

参加交流型学習
を取り入れた講
座実施回数
（回）

様々な困難を有
する人への学習
提供数 （回）

人づくりフォー
ラムの来場者数

生涯学習セン
ターにおける人
権に関する講座
実施回数（回）

(ｺﾛﾅ)

　新型コロナウイルスの感染拡大により人を集めるイベントの中止は続いているが，令和３年度は，オンライン等を活用した人が
集まらない手法で事業を実施（市HP上における職業紹介，人づくり講演動画の配信，パネル展示等）しており，今後も新型コロナ
ウイルス感染症の影響が続くことが懸念されることから，事業内容を検討する必要がある。
　今後は，オンライン等で実施した事業の成果を検証し，人づくり推進委員の意見を伺いながら，効果的な開催手法や事業内容を
検討する。また，行動事例集や各種広報媒体を通して，コンクール受賞作品をマンガやイラスト等を活用して紹介するなど，積極
的な５０の言葉の周知・啓発を図る。

　パソコン等を使用した講座等に着実に取り組んできた中，新型コロナウイルスの感染拡大により講座数は減ったが，令和３年度
から，みんなでまちづくり課，スーパースマートシティ推進室と連携し，高齢者向けの「スマートホン基礎講座」を実施し始め
た。「まん延防止等重点措置」により予定した講座の多くを中止せざるを得なかったが，講座数は増加した。
　情報機器をほとんど扱えない市民への対応や，トラブルに巻き込まれない安全な利用など，情報格差への対応は社会的課題でも
あることから，今後も庁内各課との連携を図りながら，情報機器になじみのない人も学びやすい初心者向けの講座に取り組むとと
もに，ＩＣＴの利活用を少しずつステップアップしていける講座内容なども検討しながら進めていく。

(ｺﾛﾅ)

(ｺﾛﾅ)

　国際理解や女性の社会参画，高齢者の悪質商法についてなど，様々なテーマを講座に取り入れたが，令和３年度も新型コロナウ
イルスの感染拡大に伴い，中止せざるを得ない講座が多かった。
　人権は，テーマによっては自分に関係ないと考える人や，難しいと捉える人もおり，敬遠されてしまうことがあるため，コロナ
禍における実施手法の検討とともに，市民が興味を持ちやすいテーマを入り口として，人権についての理解を深めていけるように
取り組んでいく。

○

○

　講座の企画や実施にあたり，地域団体や大学，企業等の様々な組織と積極的に連携を図っており，令和２年度は新型コロナウイ
ルスの感染拡大に伴う講座の中止等により実績は若干減少したが，令和３年度には連携した講座数を増やし，目標値を上回る実績
を持続している。
　今後も，質の高い講座の提供とともに，学習を通して学校や企業，地域が関係を深めるきっかけづくりは重要であることから，
連携による大学や企業等の持つノウハウを生かした講座や，学校や企業，地域が接する学習機会の提供に向けて緊密な連携を図っ
ていく。

働き方の見直しや家庭・地域への参画促進のた
め，仕事と育児・介護等の両立や男性の家庭参
画，女性リーダー養成など講座の充実を図るな
ど，仕事と生活の調和に向けた普及啓発を行
う。

国際理解・多文
化共生に係る講
座実施回数
（回）

○

　令和３年度は，令和２年度に引き続き新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により，受講者数は例年より少なかったが，
受講希望者の要望に基づき，オンラインでの講座を試みるなど新しい生活様式に即した方法での講座を実施することができた。
　今後も，高齢者が必要な知識を得られるよう，引き続き感染症への適切な対応を講じていくとともに，高齢者に関わる様々な制
度やサービス等についての学習機会を提供していく。

　新型コロナウイルスの感染拡大が続く中，スキルアップや就職等につながる専門的な学習について，高等教育機関と連携した学
習機会の提供はできなかったが，高等教育機関等から学習情報を収集し，市ホームページ上で情報提供を行った。
　今後も，大学や職業能力開発校等が持つ専門的，実用的な知識や技術と市民を結びつけていくことが重要であることから，市民
の専門的な学習を支援できるよう，高等教育機関等との連携の手法や事業のあり方について検討していく。

　令和３年度もワーク・ライフ・バランスに関する講座に積極的に取り組み，講座の実施回数は単年度目標値を上回った。
　今後も，男女が共に仕事や家庭生活などにバランス良く参画できる社会を目指し，働き方の見直しや仕事と育児・介護等の両立
や男性の家庭参画など，受講者のニーズを踏まえながら，講座メニューの充実を図るとともに，周知の一層の強化に取り組んでい
く。

Ｂ
概ね順調

ワーク・ライフ・
バランスに関する
講座の実施回数
（回）

介護保険や医療制度など，高齢者が必要とする
サービスや，知っていると役に立つ新しい情報
などについて，各種講座や講演会を開催する。

Ａ
順調

ヘイトスピーチやＬＧＢＴ，いじめ，虐待等，
人権が市民一人ひとりの身近な問題であるとの
認識を広めるため，イベントや講座等を通し
て，人権意識についての啓発・学習機会を提供
する。

　新型コロナウイルスの感染拡大が続く中，令和３年度も国際交流・多文化共生に向けた講座を思うように実施できなかった。
　外国人住民の増加や，情報技術の発達によりグローバル化に拍車がかかる中，市民一人ひとりが多様な文化を理解する広い視
野，人種や国籍を越えた共生や協働の意識を持つことが重要であることから，ウィズコロナの中での実施方法の検討や，引き続き
国際交流プラザ等の関係機関と連携しながら，国際理解・多文化共生の学習機会の充実に向けて取り組んでいく。

(ｺﾛﾅ)

言葉や生活習慣の違いなど互いの文化的違いを
認め合い，地域の一員として共に生き，共に支
え合う意識を醸成するため，国際交流や多文化
共生に関する学習機会の提供を推進する。

企業等と連携し
た講座開催数
（講座）

企業等が持つ最新の技術や情報，ノウハウなど
の教育力の活用を推進するとともに，企業等と
地域や学習者とを結び付け，学習した成果を活
用し活躍する場の拡大を図る。

出前保健福祉講
座の実施回数
（回）

○
ＩＣＴ化への対
応に係る講座数
（講座）

情報機器を介した講座の提供とともに，情報機
器の取り扱いやインターネットの安全な利用方
法など，情報技術を安全に活用するための講座
を実施する。

スキルアップや再就職等に向けた学び直しを支
援するため，大学等の高等教育機関が実施する
公開講座等の情報提供を行うほか，高等教育機
関と連携し，社会人や高齢者等の学び直しの機
会の拡充を図る。

社会人の学び直
しに係る学習機
会の拡充数
（回）

(ｺﾛﾅ)

(ｺﾛﾅ)

施
策
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調　査　表 参考２　 

事業名

担当課 活動指標名 年度 H29 H30 R1 R2 R3 R4

事業の
進捗

番
号

新
規

基
本
目
標

施
策

重
点

事業の内容 事業の評価と今後の方向性
活動指標名と目標値及び実績

家庭教育支援講座
の充実

目標値 47 47 57 57 60

生涯学習課 実績 43 45 43 12 22

家庭教育支援活動者
の育成

目標値 25 25 30 40 50

生涯学習課 実績 - 27 29 28 25

訪問型家庭教育支援
の仕組みづくり

目標値 20 25 35 55

生涯学習課 実績 - 0 0 1

「親学」の推進 目標値 130 135 140 145 150

生涯学習課 実績 126 141 133 26 45

魅力ある学校づくり
地域協議会活動の充実

目標値 930 935 940 945 950

生涯学習課
学校教育課

実績 929 912 1,044 564 623

地域における
学習支援活動の推進

目標値 5 9 16 21 25

生涯学習課 実績 4 5 7 9 12

「街の先生」
活動事業の推進

目標値 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

学校教育課 実績 5,295 6,484 7,201 5,117 4,718

宮っ子ステーション事業
の充実

目標値 53 57 61 64 67

生涯学習課 実績 52 53 54 53 54

地域における
学習支援活動の推進

目標値 5 9 16 21 25

生涯学習課 実績 4 5 7 9 12

学校を場とした
地域の交流促進

目標値 1 2

生涯学習課 実績 - 0

「親学」の推進 目標値 130 135 140 145 150

生涯学習課 実績 126 141 133 26 45

大人に対する人づくり
啓発事業の実施

目標値 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

教育企画課 実績 6,000 7,000 7,000 0 0

子育てサロンの推進 目標値 7,600 8,000 8,320 8,650 9,000

保育課 実績 6,444 7,053 6,254 2,881 3,836

再(14)

31

27

28

29

再(27)

30

再(25)

22

23

24

25

26

Ｂ
概ね順調

Ｂ
概ね順調

(ｺﾛﾅ)

(ｺﾛﾅ)

(ｺﾛﾅ)

(ｺﾛﾅ)

(ｺﾛﾅ)

(ｺﾛﾅ)

(ｺﾛﾅ)

家庭教育支援に
係る講座等の実
施回数 （回）

地域未来塾実施
校数(校)

子育てサロンの
登録者数(人）

家庭教育支援活
動者数 （人）

地域未来塾実施
校数(校)

宮っ子ステー
ション実施校区
数 （校区）

Ｃ
やや遅れ

○

子育てをする家庭の教育力向上を目指し，きめ
細かな支援を行うため，家庭教育サポーターと
親学習プログラム指導者を統合し，地域におけ
る家庭教育支援の活動者として育成する。

保護者が集まる機会を捉えた親学に関する講話
等の実施や，情報誌の発行などを通し，子育て
に必要な知識や子どもとの関わり方などを伝え
る。

地域ぐるみで親子の育ちを支え，家庭の教育力
の向上を図るため，関係機関と連携して子育て
をする家庭等に出向くなど，きめ細かな家庭教
育支援の仕組みづくりに取り組む。

○

○

地域の中学生の学習習慣の定着のため,「魅力あ
る学校づくり地域協議会」が地域のニーズに応
じて自主的に取り組む学習支援活動を支援す
る。

親学出前講座の
実施回数
（回）

訪問型家庭教育
支援
家庭訪問家庭数
（回）

地域と連携した教育を実践するため，各学校
が，教育活動のねらいに即して登録者リストの
中から支援等を要する活動内容に適した者を選
び，「街の先生」として活用する。

街の先生支援人
数（延べ人数）

地域の中学生の学習習慣の定着のため,「魅力あ
る学校づくり地域協議会」が地域のニーズに応
じて自主的に取り組む学習支援活動を支援す
る。

「子どもの家」と「放課後子ども教室」を一体
的に実施し，地域，学校等と連携して，児童の
安全安心な居場所を設けるとともに，宮っ子ス
テーション実施校区の拡大など事業の充実を図
る。

地域の実情に応じて「魅力ある学校づくり地域
協議会」が活動を円滑に実施するとともに，学
校運営への参画機能の強化を図るため，コー
ディネーターの育成や「魅力ある学校づくり地
域協議会」の組織強化に取り組む。

　新型コロナウイルスの感染が拡大し，休校する学校があるだけでなく，PTA活動なども思うようにできない中，新たに学校施設に
地域住民が集まり，交流することは困難であった。
　学校・家庭・地域がつながり，交流していく場や機会を創出していくことは重要であるが，今後のウィズコロナを踏まえた交流
のあり方や，生涯学習センター・コミュニティセンターなど地域住民が交流できる既存施設との役割の整理などをしながら，今後
の事業のあり方について検討していく。

保護者が集まる機会や事業所等における出前講
座，人づくりフォーラムの実施，企業等に対す
る宮っ子の誓いの普及啓発を行う。
さらに，市全体で共有する人づくりの目標を策
定し，普及啓発を行う。

人づくりフォー
ラムの来場者数

(ｺﾛﾅ)

地域において子育て親子の交流等を促進する子
育て支援拠点を設置することにより，地域の子
育て機能の充実を図り，子育ての不安感等を緩
和し，子どもの健やかな育ちを支援する。

(ｺﾛﾅ)

(ｺﾛﾅ)

子育て家庭の家庭教育に対する意識の高揚を図
るとともに，親力の向上を図るため，保護者の
気づきを促す講座や親子双方の育ちを支援する
ための講座などについて，地域で育成した人材
を活用し，充実を図る。

○

　令和３年度は，新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により，オンライン等を活用した人が集まらない手法で事業を実施（市
HP上における職業紹介，人づくり講演動画の配信，パネル展示等）したが，今後も新型コロナウイルス感染症の影響が続くことが
懸念されることから，事業内容を検討する必要がある。
　今後は，オンライン等で実施した事業の成果を検証し，人づくり推進委員の意見を伺いながら，効果的な開催手法や事業内容を
検討する。また，行動事例集や各種広報媒体を通して，コンクール受賞作品をマンガやイラスト等を活用して紹介するなど，積極
的な５０の言葉の周知・啓発を図る。

○

　参加者の満足度の高い参加型学習を実施するなどしながら，令和元年度まではほぼ同数の講座を開催してきたが，新型コロナウ
イルスの感染拡大以降は，感染状況を注視しながら講座を開催しており，講座によってはZoomを活用することで自宅にいながら受
講できるようにするなど，実施方法を工夫しながら，講座の実施回数を少しずつ増やしている。
　今後も，子育ての悩みの解決や親の気づきを促す講座に取り組むことで，家庭教育に対する意識の高揚を図っていく必要がある
ことから，さらなるICTの活用なども検討しながら，コロナ禍においても継続的に子育て世代の家庭教育を支援できるような講座の
開催に取り組んでいく。

　定期的に研修会を開催し，家庭教育支援活動者の育成に取り組んでいるが，新型コロナウイルスの感染拡大が続く中，新規の登
録者がいないことや，既存の登録者も都合により活動を休止する人などがいることにより，活動者数が減少してきている。
　そのため，新規登録につながる人材を確保する必要があることから，引き続き，親学出前講座や情報誌等を活用した家庭教育支
援活動者の周知や募集などを行い，新規登録者の確保に努めるとともに，研修会の開催により活動者の養成を図る。

魅力ある学校づく
り地域協議会によ
る学校教育支援活
動数
（回）

　令和元年度には順調に実施回数を伸ばしたが，新型コロナウイルス感染症の感染拡大以降は，各協議会の活動は大幅に縮小し
た。しかし，地域と学校が連携し，実施手法の工夫などをしながら，地域の教育力を生かした協議会活動に取り組んできており，
実施回数は令和２年度から微増した。
　今後は，地域の教育力を生かした「学校教育の充実」と地域ぐるみでの子育てによる「家庭・地域の教育力向上」を図るため，
引き続き，新型コロナウイルス感染症対策を講じながら，「魅力ある学校づくり地域協議会」活動を支援する。

　子ども家庭課との連携による訪問事業を活用した事業周知に加え，保育園，幼稚園，小中学校等への情報誌の配布や就学時健康
診断の機会の活用など，広く事業を周知してきた中，問い合わせが２件あり，うち１件は家庭訪問につなげることができた。
　今後は，支援を必要とする保護者がきめ細かな支援を受けられるよう，既存事業を活用した周知等を継続するとともに，庁内関
係課との連携を図りながら，より効果的な「おやがく相談」の手法等について検討することで，個別具体的な家庭教育支援を進め
ていく。

　令和３年度は，令和２年度に引き続き，新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により，学習支援活動を計画していたもの
の実施することができなかった地域協議会もあった。
　今後は，地域，学校の意向を踏まえつつ，各地域協議会の自主性を尊重しながら，各地域の実情に応じて様々な手法により実施
することとし，「地域未来塾」未実施校と連携した学習支援モデル事業の実施を通して，事業の更なる周知を図り，より多くの地
域で実施できるよう取り組むとともに，既に実施している地域協議会への継続支援に取り組む。

　新型コロナウイルスの感染拡大以降，登録者数は減少してきており，令和３年度についても，令和２年度から微減した。
　今後も，学校において，地域の教育力を生かした様々な教育活動を充実させるために，「街の先生」への登録を促進するととも
に，各学校における活用を促進していく。

　令和３年度は，新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により，実施件数は大幅に減少したままであるが，感染症対策を講
じながら家庭教育支援団体や企業等と連携したプログラムの提供を継続することができた。
　今後は，引き続き感染症対策を講じながら事業を推進するとともに，より一層の家庭の教育力向上を図るため，年長児の保護者
懇談会や就学時健康診断など，多くの保護者が集う機会の活用や，数年間実績のない小中学校への個別の働きかけなどに取り組
む。

○

保護者が集まる機会を捉えた親学に関する講話
等の実施や，情報誌の発行などを通し，子育て
に必要な知識や子どもとの関わり方などを伝え
る。

親学出前講座の
実施回数
（回）

学校・家庭・地域をつなぎ，地域コミュニティ
の活性化を図るため，学校施設を，地域住民が
集い，子どもたちと交流し学び合う「場」とし
て活用する。

　令和３年度は，令和２年度に引き続き，新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により，学習支援活動を計画していたもの
の実施することができなかった地域協議会もあった。
　今後は，地域，学校の意向を踏まえつつ，各地域協議会の自主性を尊重しながら，各地域の実情に応じて様々な手法により実施
することとし，「地域未来塾」未実施校と連携した学習支援モデル事業の実施を通して，事業の更なる周知を図り，より多くの地
域で実施できるよう取り組むとともに，既に実施している地域協議会への継続支援に取り組む。

　放課後子ども教室については，新型コロナウイルスの影響により活動を休止する校区もあるものの，着実に各校の立ち上げを進
めており，令和３年度は新たに２校での立ち上げを行った。今後，未実施校区に対しては，それぞれの学校区で抱える課題を把握
し，その実情に応じた立ち上げ支援の強化に取り組むとともに，実施校区に対しては，学習支援やスポーツ・文化活動，交流活動
などの活動内容のさらなる充実に向け，支援を継続していく。
　また，子どもの家については，令和３年度，５５校に指定管理者制度を導入し，効果的な運営に努めるとともに，地域が運営す
る１２校についても市がきめ細かな支援を行うなど，適切な運営を図ったところである。令和４年度からは，全ての子どもの家に
指定管理者制度が導入されることから，引き続き指定管理者に対し，運営状況の把握や必要な支援・指導・助言を実施すること
で，持続的で安定した施設運営が出来るよう取り組んでいく。

○

地域住民が集う
「場」を設置し
た学校数（校）

　令和３年度は，新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により，実施件数は大幅に減少したままであるが，感染症対策を講
じながら家庭教育支援団体や企業等と連携したプログラムの提供を継続することができた。
　今後は，引き続き感染症対策を講じながら事業を推進するとともに，より一層の家庭の教育力向上を図るため，年長児の保護者
懇談会や就学時健康診断など，多くの保護者が集う機会の活用や，数年間実績のない小中学校への個別の働きかけなどに取り組
む。

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響が続き，休止や人数制限の対応をとったが，令和２年度から登録者は増加した。
　今後も，より多くの子育て家庭が気軽に来所し，遊びや交流ができ，子育て相談ができるよう，施設や遊びの紹介等の動画を配
信するなど，広く周知を行うとともに，地域における子育て家庭のニーズを踏まえ，感染症への適切な対策を講じながら子育て支
援の充実を図る。
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６
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調　査　表 参考２　 

事業名

担当課 活動指標名 年度 H29 H30 R1 R2 R3 R4

事業の
進捗

番
号

新
規

基
本
目
標

施
策

重
点

事業の内容 事業の評価と今後の方向性
活動指標名と目標値及び実績

ＮＰＯ・大学・企業等と
連携した学習の推進

目標値 32 34 36 38 40

生涯学習課 実績 30 44 47 39 46

学習成果を活用した
講座等の推進

目標値 1 3 5 7 9

生涯学習課 実績 - 0 18 0 4

社会教育関係団体
との連携

目標値 8 9 9 10 10

生涯学習課 実績 8 8 7 1 1

地域教育メッセの充実 目標値 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

生涯学習課 実績 6,000 7,000 7,000 ― 0

人材バンクの充実 目標値 5,100 5,200 5,300 5,400 5,500

生涯学習課
みんなでまちづくり課

実績 5,081 5,166 5,437 4,633 4,721

まちづくりセンター事業
の実施

目標値 280 285 290 295 300

みんなでまちづくり課 実績 276 254 252 238 213

みやシニア活動センター
事業の実施

目標値 8,200 9,200 10,500 11,250 12,150

高齢福祉課 実績 7,258 7,990 8,927 9,354 10,136

地域スポーツクラブ
の育成支援

目標値 10 14 20 25 30

スポーツ振興課 実績 10 10 10 10 10

家庭教育支援活動者
の育成

目標値 25 25 30 40 50

生涯学習課 実績 - 27 29 28 25

子どもの体験活動
指導者の育成

目標値 13 20 20 20 20

生涯学習課 実績 11 14 15 16 16

社会教育主事の
養成・活躍促進

目標値 18 18 18 18 18

生涯学習課 実績 17 18 20 18 18

講座企画・運営
ボランティアスタッフの育

成
目標値 6 6 6 6 6

生涯学習課 実績 4 4 5 6 7

魅力ある学校づくり
地域協議会活動の充実

目標値 945 955 965 975 985

生涯学習課 実績 929 912 1,044 564 623

38

39

40

再(26)

37

再(23)

再(16)

32

33

再(6)

34

35

36

(ｺﾛﾅ)

Ｂ
概ね順調

(ｺﾛﾅ)

Ｂ
概ね順調

Ａ
順調

社会教育団体と
の連携事業数
（事業）

企業等と連携し
た講座開催数
（講座）

○

人づくりフォー
ラムの来場者数
（人）

生涯学習セン
ター等で市民が
実施した講座数
（講座）

講座の企画や実施にあたり，地域団体や大学，企業等の様々な組織と積極的に連携を図っており，令和２年度は新型コロナウイ
ルスの感染拡大に伴う講座の中止等により実績は若干減少したが，令和３年度には連携した講座数を増やし，目標値を上回る実績
を持続している。
　今後も，質の高い講座の提供とともに，学習を通して学校や企業，地域が関係を深めるきっかけづくりは重要であることから，
連携による大学や企業等の持つノウハウを生かした講座や，学校や企業，地域が接する学習機会の提供に向けて緊密な連携を図っ
ていく。

Ａ
順調

○

講座を開催したい市民に，生涯学習センター等
の部屋を提供するなど，自分の学んだ成果を積
極的に生かして活動したい学生や社会人，高齢
者等を支援する仕組みづくりに取り組む。

企業等が持つ最新の技術や情報，ノウハウなど
の教育力の活用を推進するとともに，企業等と
地域や学習者とを結び付け，学習した成果を活
用し活躍する場の拡大を図る。

(ｺﾛﾅ)

　新型コロナウイルスの感染拡大が続く中，市民の自主講座開催を支援する 「宮の学び人レクチャー」は令和３年度も開催を見合
わせたが，新型コロナウイルスの終息が見込めない中でも学んだ成果を活用する機会が得られるよう，短辺の動画作成を支援する
「宮の学び人レクチャーオンライン」を試験的に実施した。
　市民の活動の活性化や学習意欲のさらなる向上のため，学習成果を生かして活動する機会は重要であることから，オンラインも
含めた「宮の学び人レクチャ―」の効率的・効果的な実施方法を整理していくなど，市民の講座開催等を支援することで市民の学
習成果の活用を促していく。

　人材バンクの登録件数については，新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により思うように活動できない中，登録件数は
微増に留まった。
　今後は，学んだ成果を生かしたい人材を支援し，より効果的に様々な活動に結びつけられるよう，市の他の取組との連携や一体
的な推進も検討しながら，事業の在り方について検証していく。

　令和３年度においても，開催目的の方向性が一致する「うつのみや人づくりフォーラム」との同時開催を予定していたが，新型
コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により中止とした。
　今後は，市民活動団体や自主グループの活性化に向け，各地区の生涯学習センターで実施している文化祭の状況などを把握しな
がら，事業のあり方について検討していく。

　社会教育関係団体との連絡・調整を図ってはいたものの，新型コロナウイルスの感染拡大に伴い，共催事業や意見交換会等は中
止せざるを得なかった。
　新型コロナウイルス感染症への懸念から各地域における単位組織の活動も思うようにできていないことから，共催事業などだけ
でなく，社会教育関係団体からの相談に広く応じるとともに，必要な助言などをしながら緊密な連携を図り，活動の活性化を促し
ていく。

施
策
７

まちづくりセン
ターの登録団体
数（団体数）

地域における様々な教育活動を活性化するた
め，地域の社会教育活動の牽引役である社会教
育関係団体との意見交換や共催事業の実施など
緊密な連携を図る。

市民活動団体や自主学習グループと市民が交流
を通して活動紹介・情報交換をし，今後の活動
の活性化や機会づくりの場とする。

みやシニア活動
センター事業参
加者延人数

地域スポーツク
ラブがカバーす
る地域数

人材バンクの登
録件数（件）

○

○

豊富な知識や経験を持つシニア世代が一層活躍
できるよう，相談窓口の開設や各種講座や交流
会を企画実施するなど，第二の人生を健康でい
きいきと暮らすことができるよう支援する。

Ａ
順調

　令和３年度は，有識者や先輩Ｖスタッフ等を講師として専門的な知識や技術を学ぶ機会を提供し，市民目線による講座の企画立
案，運営を担う人材を育成することができた。なお，新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，実習である講座（かがやき塾）
の運営は令和4年度の実施とした。
　今後は，生涯学習の推進役となる人材を養成するため，特に令和２年度，令和３年度に養成講座を修了したVスタッフのフォロー
アップを行うとともに，生涯学習センター等の主催講座での活動の機会を拡大する。

　社会教育主事については，宇都宮大学で開催される講習に職員を派遣し養成してきており，目標とする人数に達しているが，配
置については１つのセンターに複数名配置されているなど偏りがある。
　今後も，地域における社会教育の中心となる人材として，全ての生涯学習センターに配置できるよう社会教育主事の養成に取り
組んでいくとともに，市民まちつくり部とも連携しながら，現在配置されている社会教育主事が地域のまちづくり・人づくりの
様々な場面で活躍していけるよう促していく。

(ｺﾛﾅ)

(ｺﾛﾅ)

　地域スポーツクラブの設立にあたっては，発起人会・設立準備委員会の設置など，地域内の合意形成が必要不可欠であることか
ら，スポーツ推進委員や地区団体をはじめ，まちづくり協議会や連合自治会への働きかけを行っている。現在，設立に向け準備を
進めている団体が複数あり，クラブ数の増加が見込めるところであったが，新型コロナウイルス感染症の影響により，地域での会
議等が開催できず，設立に至らなかった。
　今後も，状況の変化に柔軟に対応しながら，子どもからお年寄りまで幅広い世代が身近な場所で気軽にスポーツに親しむことが
できるよう，地域に根差したスポーツクラブの設立・運営を支援していく。

　青少年指導員等を対象に体験活動に関する知識や技術の習得に資する講座を開催したことにより，子どもと関わる地域活動にお
ける体験活動指導者の育成が図られた。
　今後は，地域教育を推進する人材を育成するため，既に子どもと関わる活動に取り組む実践者などへ講座の開催を周知しなが
ら，引き続き，体験活動に関する知識や実践的な指導法などを習得できる講座を開催する。

(ｺﾛﾅ)

　令和３年度は，令和２年度に引き続き，新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により，各協議会の活動は大幅に縮小した
ままであるが，実施手法などの工夫により地域の教育力を生かした協議会活動を行うことができた。
　今後は，地域の教育力を生かした「学校教育の充実」と地域ぐるみでの子育てによる「家庭・地域の教育力向上」を図るため，
引き続き，新型コロナウイルス感染症対策を講じながら，「魅力ある学校づくり地域協議会」活動を支援する。

登録団体間の意見交換会やボランティア参加へ
の後押しをする機会，各活動主体の自立化やま
ちづくり活動の活性化を図るための研修会の開
催，多様な主体によるまちづくりシンポジウム
の開催などを実施する。

生涯学習情報システム（マナビス）に新たに家
庭教育支援活動者や地域における学習支援活動
を行う支援員などを登録し，地域人材マッチン
グ機能を有する人材バンクの更なる充実を図
る。

○

地域住民が主体的に運営し，市民の健康づくり
や生きがいづくりに寄与する地域スポーツクラ
ブの設立・運営を支援する。

きめ細かな支援を行うため，家庭教育サポー
ターと親学習プログラム指導者を統合し，地域
における家庭教育支援の活動者として育成す
る。

　令和３年度は，コロナ禍に伴う講座の定員抑制により，事業参加者人数は令和２年度から微増であった。
　令和４年度は事業の大きな変更はせず，高齢者の社会参加の機会につながる関係機関との連携を引き続き図っていく。また，令
和３年度から始まった栃木県シニアサポーターの取り組みと引き続き協働して，多様化する高齢者のニーズに応じたライフスタイ
ルづくりを総合的に支援していく。

　令和３年度は，新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により，登録団体数が減少している。
　引き続き，感染症への対応が必要であることから，適切な対策を講じるとともに，市民協働のまちづくりの拠点施設として，ま
ちづくりに関する相談，情報収集・発信，活動団体等の活動の活性化や活動場所の提供，連携体制の構築，ボランティア等の参加
者の人材育成支援等，活動団体の運営に必要な支援や団体間の連携促進に取り組むことにより，NPOや企業等のまちづくりへの参加
者を増やし，さらなる地域活力の維持・向上を図る。

Ｂ
概ね順調

Ｂ
概ね順調

　定期的に研修会を開催し，家庭教育支援活動者の育成に取り組んでいるが，新型コロナウイルスの感染拡大が続く中，新規の登
録者がいないことや，既存の登録者も都合により活動を休止する人などがいることにより，活動者数が減少してきている。
　そのため，新規登録につながる人材を確保する必要があることから，引き続き，親学出前講座や情報誌等を活用した家庭教育支
援活動者の周知や募集などを行い，新規登録者の確保に努めるとともに，研修会の開催により活動者の養成を図る。

生涯学習センター
に配置されている
社会教育主事の有
資格者数 （人）

各生涯学習センター等において，地域の実態を
踏まえた講座を実施するため，講座の企画立案
から，広報・実施までを行う人材を育成する。

魅力ある学校づく
り地域協議会によ
る学校教育支援活
動数 （回）

家庭教育支援活
動者数 （人）

身近な地域で，子どもと関わる地域活動の実践
者等を体験活動に関する知識や技術の習得に資
する研修等を通して，子どもの体験活動指導者
として育成する。

講座「子どもた
ちに伝えたい体
験活動」の受講
者数（人）

講座企画・運営ボ
ランティアスタッ
フ養成講座修了者
数 （人）

市民の学習活動の推進や，学校・家庭・地域の
連携促進のため，大学と連携した養成事業を実
施するとともに，各生涯学習センター等におけ
る地域との連携窓口として中心的な役割を担う
など，活用促進を図る。

地域の実情に応じて「魅力ある学校づくり地域
協議会」が活動を円滑に実施するとともに，学
校運営への参画機能の強化を図るため，コー
ディネーターの育成や「魅力ある学校づくり地
域協議会」の組織強化に取り組む。

基
本
目
標
Ⅲ

施
策
８

○

4



調　査　表 参考２　 

事業名

担当課 活動指標名 年度 H29 H30 R1 R2 R3 R4

事業の
進捗

番
号

新
規

基
本
目
標

施
策

重
点

事業の内容 事業の評価と今後の方向性
活動指標名と目標値及び実績

地域学講座の充実 目標値 720 740 760 780 800

生涯学習課
みんなでまちづくり課

実績 700 825 775 790 848

外国人住民に向けた
地域理解促進

目標値 1 1 1 2

生涯学習課
国際交流プラザ

実績 - 0 1 1

歴史文化資源周知啓発
事業の推進

目標値 32,608 33,129 33,659 34,197 34,744

文化課 実績 32,095 33,954 34,444 20,481 19,198

地域かがやきプロジェクト
事業による地域課題解決

学習の推進
目標値 19 20 22 24 26

生涯学習課 実績 18 13 19 7 12

成人式における
地域交流事業の推進

目標値 100 100 100 100 100

生涯学習課 実績 85 88 88 - 86

図書館レファレンス
サービスの利用促進

目標値 100 100 100 100 100

中央図書館 実績 - 98 97 93 95

うつのみや伝統（ふるさ
と）文化継承事業の推進

目標値 520 530 540 550 560

文化課 実績 510 520 512 32 264

46

42

43

44

45

再(9)

41

Ｂ
概ね順調

Ａ
順調

Ｂ
概ね順調

Ａ
順調

(ｺﾛﾅ)

○

宇都宮伝統文化連絡協議会と連携しながら，
「ふるさと料理教室」「民話の集い」「伝統文
化講座」「宮の祭り見学会」などの事業に取り
組む。

地域づくりの取組を促進するきっかけとするた
め，全ての市民が地域課題や魅力を発見・共有
するとともに，郷土愛や住民意識を醸成する
「地域学」講座を実施する。

伝統文化の普及
啓発事業の延べ
参加人数

(ｺﾛﾅ)

　令和３年度は，新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により，開催時期および開催方法の検討を行い，密の回避や規模縮
小などの対策を講じた中で，民話の集い，伝統食講座を実施した。
　令和４年度も引き続き感染症への対応が必要であることから，適切な対策を講じながら事業を検討するとともに，伝統文化連絡
協議会と連携し，講座の内容や開催時期など実施方法について検討していく。

レファレンスに
対する利用者満
足度（％）

　令和３年１月の成人式は新型コロナウイルスの影響により１１月に延期したことから，令和３年度は令和３年１１月と令和４年
１月に実施した。実施にあたっては，入場口での検温とともに，マスクの着用やソーシャルディスタンスの確保，開催時間の短縮
など，感染症対策を徹底したことで大きなトラブルなく進めることができた。
　今後は，令和４年４月から成年年齢が１８歳に引き下げとなったが，本市では引き続き２０歳を対象とし，名称を「二十歳を祝
う 成人のつどい」と変更して実施していくことから，引き続き，２０歳の若者に対し，地域への感謝の気持ちや地域の一員として
の自覚を育む意義ある事業となるよう，新型コロナウイルス感染症の状況も注視しながら事業の充実を図っていく。

　令和３年度は，市民や地域が抱える課題解決と市民の調査研究活動を支援するため，レファレンス事例集の整理を進めたほか，
国立国会図書館が実施するレファレンス共同データベースで事例の公開を行った。
　今後は，レファレンスサービスの満足度とともに，サービスの認知度をより高めていく必要があることから，引き続きレファレ
ンス事例集の整理と一般公開を進めるとともに，著作権法の改正に伴う公衆送信に関する措置の動向を注視しながら，ＷＥＢを活
用したレファレンスサービスの実施を検討するなど，サービスの充実や認知度の向上を図る。

　生涯学習センターで行う子どもから大人までを対象とした様々な講座において，地域の名所や文化等を知る，見る，体験する機
会などを創出し，改めて自分の住む地域に目を向け，興味を持ち，考えるきっかけづくりに積極的に取り組んでいることで受講者
数は増加傾向にあり，単年度目標値を上回る実績値を維持している。
　実施にあたっては，地域への興味や関心を促すだけでなく，受講者が地域の課題に気づき，課題解決に向けた主体的な学習・活
動へ結び付くことが必要であることから，今後も多様な講座で地域理解に資する内容を取り入れ，興味・関心を促していくととも
に，自分の住む地域の魅力や課題を深く学べる講座も提供するなど，地域を支える人材の育成ができるよう取り組んでいく。

レファレンス事例のデータベースやパスファイ
ンダーを作成するとともに，テーマに沿った資
料の選書・リスト作成を行いレファレンスサー
ビスの利用促進を図る。

地域学などとの連携を図りながら，「学習」と
「活動」の循環を意識した地域の個別課題解決
に向けた学習や各種地域団体の連携した学習を
各生涯学習センター等において推進する。

新成人アンケート
における地域交流
事業に対する好意
的な回答の割合
（％）

地域学講座の受
講者数
（人）

外国人住民を対象とした，日本語や日本の生活
習慣などの学習や，地域の人たちとの交流等に
より，外国人住民の地域理解を促し，社会参加
につなげる取組を推進する。

○

　令和３年度においては，外国人住民のみを対象とするのではなく，外国人との交流を望む日本人の受講者も受け入れたことで，
参加者の活発な交流を促すことができた。
　外国人住民の地域理解促進に向けては，地域のことについてただ学ぶだけでなく，外国人同士，あるいは外国人と日本人など，
人と人とのつながりをつくっていくことが重要であることから，今後も外国人が学びを通して多様な人とつながり，そのつながり
を通して地域への興味や関心を持ち，主体的に地域を理解しようとする気持ちを育むことができるように取り組んでいく。

地域かがやきプ
ロジェクト活用
事業数 （事
業）

(ｺﾛﾅ)

　令和３年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に配慮して開催方法を検討し，密の回避や実施規模の縮小などの対策を
講じて実施したことにより，来場者数は令和２年度に引き続き減少した。
　今後も感染防止対策を図りながら，引き続き市民のニーズに合った事業内容を検討していくとともに，SNSを活用するなど本市の
歴史や文化への興味関心を高める情報の発信に取り組む。

基
本
目
標
Ⅲ

　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い，予定していた事業でも中止とせざるを得ないものはあったが，まちづくり協議会などの
地域団体と連携して地域について考える講座や，情報機器が使えない人へのスマホ講座など，地域の活性化や地域課題の解決に資
する講座に取り組んだ。
　今後も，多様な地域団体と連携しながら，地域課題の解決に向けた事業を実施していく必要があることから，引き続き地域団体
との連携を積極的に図るとともに，コロナ禍における実施手法を検討し，地域住民が自らの地域について考える意欲を高めていけ
るよう取り組んでいく。

施
策
９

外国人住民を対
象とした地域理
解講座の実施回
数（回）

歴史文化資源の
保存活用・周知
啓発事業の延べ
参加人数

○

「宇都宮市歴史文化基本構想」で導き出した本
市の歴史文化の特徴を語る「宇都宮の歴史を紐
解く８ストーリー」の普及啓発や出前講座をは
じめ，「文化財めぐり」「文化財展示施設にお
ける企画展」などの事業に取り組む。

新成人を，地域を上げて祝い励ますとともに，
地域社会の一員としての自覚や，地域に育てら
れたことへの感謝の気持ちを持てるようにする
ため，地域の特性を活かした教育的意義のある
地域交流事業を実施する。

5



「第２次宇都宮市読書活動推進計画」の各事業の評価一覧 参考３ 

事業名

担当課 活動指標名 年度 H29 H30 R1 R2 R3 R4

「よるとしょ」事業の実施 目標値 10 20 30 40 50

東図書館 実績 12 24 0 50

転入者向け図書館PR事
業の実施

目標値 3 6 9 12 15

全図書館 実績 3 6 9 11

読書活動の啓発事業の実
施

目標値 2 4 6 8 10

全図書館 実績 2 11 8 4 5

センター図書室等の地域
性や利用者層に合った

サービスの提供
目標値 45 60 75 90 105

中央，東，南図書館
生涯学習センター

実績 30 66 96 102 69

アウトリーチサービスの推
進

目標値 3 6 9 12 15

全図書館 実績 5 5 2 3

障がい者向けサービスの
充実

目標値 93 102 112 123 135

中央図書館
南図書館

実績 85 82 92 114 100

ICT技術を活用した読書
活動の推進

目標値 920,000 940,000 960,000 980,000 1,000,000

全図書館 実績 900,000 731,570 716,581 728,666 733,806

地域資料のデジタルアー
カイブ化の推進と資料の

公開
目標値 288 316 344 372 400

中央図書館
文化課

実績 260 260 260 329 329

読書意欲を高めるサービ
スの提供

目標値 42 47 50 53 56

全図書館 実績 37 20 21 23 44

図書館施設の改修・機能
向上事業の推進

目標値 80 80 80 80 81

全図書館 実績 79 82 84 86 86

施
策
２

施
策
３

施
策
４

　
基
本
目
標
Ⅰ

施
策
１

図書館の読書
環境に関する
利用者満足度

（％）

Ａ
順調

　東図書館や河内図書館の設備の改修工事などを計画的に実施している。引き続き施設の老朽化やユニバーサルデ
ザインへの対応，必要となる図書館機能や市民ニーズを踏まえ，図書館施設の計画的な改修等を進める。

10
すべての市民が安全・快適に図書館を利用
できるようにするため，計画的な改修に努
め，施設・設備の機能向上を図る。

時機に合わせた情報・資料の提供，関係機
関の事業等と連動した読書活動を推進する
企画展示等を実施し，市民の多様化する
ニーズに応じたサービスを提供する。

関係機関と連
動した企画展

示開催数
（回）

　あらゆる分野を網羅し，情報提供をする図書館本来の機能を発揮できる事業であるほか，多くの来館者がある図
書館での展示はＰＲ効果があり，関係課や関係機関にもメリットがあるため，今後も継続して実施していく。

デジタル化し
た資料数
（点）

Ｂ
概ね順調

　令和３年度は，令和２年度にデジタル化した資料を整理し，公開可能な６２タイトルを図書館ホームページに公
開した。また，アーカイブ化する予定の貴重書を適切に保存するため，防虫処理を施すとともに，書庫の整理を
行った。資料に個人情報が掲載されていないことなどを十分確認しながら，デジタル化する資料を選定し，貴重書
の情報を誰もが共有できるよう，計画的にデジタル化及びホームページでの公開に取り組んでいく。

　図書館ホームページのアクセス数は増加している。また，感染症の影響で非来館・非接触型サービスへの需要が
高まっており，ホームページの充実や電子書籍導入などICTの利活用の重要性が増している。
　今後は，電子書籍の試行導入の検証後，本格導入の具体的な内容検討を進めるほか，令和5年度に予定しているシ
ステム及び機器更新に合わせて，利用者の利便性を向上させる新機能の検討を進める。

9

8

Ｂ
概ね順調

Ｂ
概ね順調

　音訳・点訳資料の作成や特別支援学校への貸出などの事業を着実に実施するとともに，音訳・点訳奉仕員の研修
会を開催し人材育成を図ることができた。また，「バリアフリー資料展」を開催し市民への周知啓発を図るほか，
学校支援サービスの対象に市内の聾学校・特別支援学校を追加した。
　今後は「読書バリアフリー法」施行に伴い，「マルチメディアデイジー」導入や読書バリアフリー資料の充実，
新たな取組の検討など，障がいの有無にかかわらず，誰もが読書に親しめる環境づくりを進めていく。

地域の歴史を次世代に伝えるため，貴重な
史料等をデジタル化し，保存していく。ま
た，利用機会を拡大するため，データベー
スとしてインターネットでの公開を進め
る。

自分のお気に入りの本や読んだ本の履歴が
残る機能など，ＩＣＴ技術を活用した情報
提供を実施する。また，普及が進んでいる
電子書籍の導入について検討を進める。

図書館ホーム
ページアクセ
ス数（件）

Ｂ
概ね順調

7 ○

6

図書館への来館が困難な障がい等を持つ方
へ向けたサービスの充実を図る。また，点
字図書等の作成に関わる奉仕員への研修会
や，障がい児のための手話つきおはなし
会，特別支援学校等への資料提供を実施す
る。

来館が困難な高齢者や，読書機会の少ない
子ども等が利用しやすい場所に出向き，資
料の貸出，図書に関する情報提供，おはな
し会等を実施する。

実施回数
（回）

(ｺﾛﾅ)
順調でな

い

　新型コロナウイルス感染症拡大の状況を考慮し，可能な範囲で読書機会の少ない子ども達へのおはなし会や本の
貸出を実施した。
　今後は，これまで訪問してきた施設でのおはなし会の再開を目指すとともに，これまでの実績を踏まえた事業の
周知・運営方法の構築をすすめ，児童福祉施設や高齢者福祉施設などの新たな訪問先を検討し，来館が困難な方が
読書の楽しみを味わえるよう，サービス拡充を図っていく。

音訳・点訳資
料の新規作成
タイトル数

（点）

センター等の
関連事業にお
ける資料の提
供回数（回）

Ｂ
概ね順調

　令和３年度は，新型コロナウイルス感染症の影響により講座連携での資料提供数は減少したが，定期的な特集
コーナーの設置に努めるとともに，センター図書室資料の入替を行った。
　今後も，生涯学習センター等との連携を図りながら，地域のニーズや利用者層に合ったサービスの把握に努め，
資料の充実や図書室等での読書活動の啓発に努めていく。

5 ○ ○

4

地域性や利用者層を考慮したきめ細やかな
サービスを提供する。また，各センター等
の開催事業のテーマに合わせた図書室の展
示等を行い，センター等と連携した相乗効
果による利用促進を図る。

「宮っこフェスタ」などのイベントに参加
し，特に，来館したことのない市民等への
図書館のＰＲ事業を展開するほか，ＯＰＡ
Ｃ（利用者用端末）を読書活動の啓発に関
する掲示板としても活用する。

情報発信回数
（回）

(ｺﾛﾅ)
順調でな

い

　新型コロナウイルス感染症の影響により，全市的イベント等での情報発信の機会が減ったが，新成人向けのブッ
クリストを作成しホームページで公開するなど，機会を捉えて情報を発信した。市民への図書館事業の周知や読書
活動の啓発方法については，SNSの積極的な活用や，図書館以外の様々な機関と連携を図り周知・啓発するなど，よ
り効果的な手法の検討が必要である。

　令和３年度は，新型コロナウイルス感染症の影響により紙媒体の配布先が減少したため，情報発信の場をホーム
ページに変更した。引き続き，暮らしに役立つパスファインダーやブックリストの作成を計画的に進めていくとと
もに，今後は，対象を転入者に限定せず，SNSでの情報発信や関連機関との連携による効果的な図書館のPRを図って
いく。

2 ○

本市への転入者に向けて図書館のPRを図る
ため，図書館の案内や利用方法のほか，宇
都宮での暮らしに役立つ情報を探すための
パスファインダーを作成し，配布・公開す
る。

転入者向けパ
スファイン

ダー等作成・
公開累計数

（件）

Ｂ
概ね順調

1 ○

日ごろ，読書や図書館を利用する機会が少
ない２０代から３０代の読書活動を推進す
るため，閉館後の夜の図書館を活用し，若
い世代が参加しやすい事業を実施する。

参加者数
（人）

Ａ
順調

　興味を持たれるようなテーマを設定し，目標数を超えた参加者数があった。夜の図書館という非日常の空間で
様々なテーマで実施することにより，参加者の満足度は高く，来館者層の拡大には一定の効果があった。今後も広
報やテーマ設定等に工夫をしながら，引き続き継続していく。

活動指標名と目標値及び実績
事業の
進捗 事業の評価と今後の方向性

基
本
目
標

施
策

番
号

重
点

新
規

事業の内容

3

1



「第２次宇都宮市読書活動推進計画」の各事業の評価一覧 参考３ 

事業名

担当課 活動指標名 年度 H29 H30 R1 R2 R3 R4

活動指標名と目標値及び実績
事業の
進捗 事業の評価と今後の方向性

基
本
目
標

施
策

番
号

重
点

新
規

事業の内容

「ウチでもどこでも読み聞
かせ」事業の実施

目標値 3 5 7 8 10

中央図書館
東図書館
南図書館

実績 2 5 5 0 3

アウトリーチサービスの推
進【再掲】

目標値 3 6 9 12 15

全図書館 実績 5 5 2 3

「うつのみやこども賞」事
業の実施

目標値 680 700 720 740 760

中央図書館 実績 660 681 701 715 730

読書活動を支援するボラ
ンティアの育成・強化

目標値 2 2 3 3 3

全図書館
学校教育課

実績 2 2 2 3 3

はじめてえほん事業の実
施

目標値 3 6 9 12 16

中央図書館
東図書館
南図書館

実績 3 6 2 8

乳幼児やその保護者に対
する読書活動支援の充実

目標値 2,770 2,780 2,790 2,800 2,810

全図書館
子ども家庭課
生涯学習課

実績 2,759 2,207 2,053 18 154

読書活動を支援するボラ
ンティアの育成・強化【再

掲】
目標値 2 2 3 3 3

全図書館
学校教育課

実績 2 2 2 3 3

授業に役立つ資料・情報
提供の充実

目標値 1,650 1,700 1,740 1,770 1,800

南図書館
学校教育課

実績 1,600 1,456 1,373 1,296 1,312

学校図書館司書業務嘱託
員等の育成

目標値 5.1 5.3 5.5 5.7 5.8

学校教育課
南図書館

実績 4.8 4.0 4.1 3.2 4.0

学校図書館における読書
活動の充実

目標値 9.2 9.4 9.6 9.8 10.0

学校教育課 実績 8.8 9.3 9.7 8.8 7.8

中学生による読書推進事
業

目標値 135 135 140 140 140

全図書館 実績 132 132 126 0 125

高校生の本や読書に関す
る情報交換・発信事業の

推進
目標値 5 11 17 23 30

全図書館 実績 1 2 13 26 26

基
本
目
標
Ⅱ

施
策
8

施
策
7

施
策
６

施
策
５

　高校生が編集委員となり作成する読書情報誌「ＭＩＹＡＴＥＥＮ」を発行し，市内高等学校に配布したほか，
「ＭＩＹＡＴＥＥＮ」掲載図書の特集コーナー設置や，編集委員によるおすすめ本のPOP展示により情報発信を行っ
た。引き続き，市内高等学校と連携した高校生講師による小中学生向け講座などを実施することにより，高校生の
図書館利用を促すとともに，高校生自身による同世代への読書に関する情報発信を進めていく。

22 ○

読書の重要性を発信するため，高校生のため
の読書情報誌を発行する。また，高校生の読
書活動を活発化するため，高校生自身が運営
に関わる事業を展開する。さらに県と連携し
高校生の読書活動の推進に取り組む。

高校生対象の
情報発信回数

（回）

　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い，学校図書館の利用や，図書の利用が制限され，学校図書館司書による授
業参加も減少した。また，１人１台のタブレット端末活用により，図書による調べ学習の機会や学校図書館司書へ
の授業参加依頼が減少したという意見もあった。今後は，情報活用能力の育成や，図書の活用とインターネットの
活用における留意点の理解促進を図るため，学校図書館司書の授業参加を促していく。

Ｂ
概ね順調

　新型コロナウィルス感染症拡大の影響で，宮っ子チャレンジ自体が取りやめになる年度もあったが，社会体験学
習の場として図書館を希望する生徒は多く，その生徒たちにより継続的におすすめ本の紹介ができている。
　今後も宮っ子チャレンジ等を通し，読書離れが懸念される中学生が本や読書に触れるきっかけづくりに取り組ん
でいく。

Ｂ
概ね順調

Ａ
順調

21

読書推進と図書館利用啓発のため，中学生
を中心とした世代向けのブックリストの発
行等，図書館ホームページを活用し，同世
代からのおすすめ本情報を発信するなど，
図書館利用のきっかけづくりに取り組む。

中学生による
おすすめ本の

冊数

20

児童生徒の主体的，意欲的な読書を充実さ
せるため，全校一斉読書や読み聞かせ，
ブックトーク等を実施する。また，学校図
書館司書による図書を利用した授業支援を
実施する。

学校図書館司
書の授業参加
回数（1か月あ

たり）

学校の教育活動全体を通じ，学校図書館を
計画的に運用しその機能の充実を図るた
め，学校内や地域学校園内が連携して研修
会等を開催し，司書教諭及び学校図書館司
書の育成と能力向上を図る。

地域学校園主
催の研修開催

数（回）

Ｂ
概ね順調

　初任者向け研修会は，長期在職の学校図書館司書が増えたことから，参加者が少なくなっている。地域学校園内
での研修は，実施の回数や方法を任意としており，コロナ禍では電話やメール，オンライン会議システムを活用す
るなど工夫も見られた。今後も，継続的な研修会の実施と，内容を充実させることで，学校図書館司書のスキル
アップを目指す。

18 ○

17
（再14）

南図書館は，小中学校の要望に応じた資料
を司書が選定して提供する。また，学校図
書を選定し，学校巡回図書サービスを実施
する。さらに新たな学校パックの作成や，
授業に即したパスファインダーの作成など
を行う。

図書館や学校等で活動する読み聞かせボラ
ンティアの人材の確保と育成に努める。ま
た，要請に応じ，市民への出前講座を行
う。

学校希望図書
利用件数
（件）

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止が多かったが，乳幼児期の読書体験がその後の読書活動に影響を及
ぼすことから，今後も，社会状況に見合った感染症対策を取りながら，事業を継続していく。

(ｺﾛﾅ)
順調でな

い

　新型コロナウイルス感染症対策を講じながら講座を開催し，家庭での読書活動のきっかけを提供することができ
た。また，本事業を開催することにより，実施会場である生涯学習センター図書室の周知や利用促進にも効果が
あった。
　今後は，休止していた「はじめてえほん運営ボランティア」の活動内容の検討や研修会等による育成，事業の実
施場所・回数等について精査しながら，引き続き事業の継続を図っていく。

Ｂ
概ね順調

　新型コロナウイルス感染症の影響もあり，一時利用数が落ち込んだ。また，学校支援サービスに関するアンケー
トでは，ＧＩＧＡスクールでのタブレットを活用した調べ学習が増えており，図書室利用自体が減少しているとい
う回答もみられた。希望図書の利用頻度が学校によって偏りがあるため，学校図書館司書への情報提供を充実させ
ることにより，利用増に努める。また、学校巡回図書に関しては、より利用しやすくするとともに学校図書館司書
の負担軽減のため、提供方法について検討していく必要がある。

Ａ
順調

　小学校の読み聞かせボランティアは，子どもの進級や卒業で毎年度人の入れ替わりがあることから，今後も継続的に育成して
いく必要がある。また，本の修理ボランティアの育成が課題となっており，今後取り組んでいく必要がある。
　また，図書館で活動するおはなしボランティアは，新型コロナウイルス感染症の影響で活動機会を縮小せざるを得ない状況だ
が，勉強会の内容の工夫やおすすめ本の紹介などを通して，育成やモチベーション維持に努めている。一方で，高齢化や担い手
不足が課題であり，新しい人材の確保策について検討していく必要がある。

図書館において本を通じてゆっくりと過ご
せる時間「あかちゃんタイム」の実施や，
親子で参加できる講座等を開催する。ま
た，関係課と連携し集団検診時等にブック
リストの配布を行う。

(ｺﾛﾅ)
順調でな

い

012歳おはなし
会参加者数

（人）

小学校読み聞
かせボラン

ティア研修会
の実施回数

（回）

19

　小学校の読み聞かせボランティアは，子どもの進級や卒業で毎年度人の入れ替わりがあることから，今後も継続的に育成して
いく必要がある。また，本の修理ボランティアの育成が課題となっており，今後取り組んでいく必要がある。
　また，図書館で活動するおはなしボランティアは，新型コロナウイルス感染症の影響で活動機会を縮小せざるを得ない状況だ
が，勉強会の内容の工夫やおすすめ本の紹介などを通して，育成やモチベーション維持に努めている。一方で，高齢化や担い手
不足が課題であり，新しい人材の確保策について検討していく必要がある。

15 ○ ○

子どもが継続的に本に親しむきっかけづく
りのため，乳幼児と保護者を対象として，
生涯学習センター等でのおはなし会と読み
聞かせの講座を実施する。

はじめてえほ
ん事業の実施
回数（回）

16

Ｂ
概ね順調

　選定委員となった児童も意欲的に活動している。また，選定委員を経験した生徒が本事業の運営ボランティアと
して活動するなど，児童生徒が図書館に関わるきっかけの一つとなっている。今後も引き続き，事業を継続して実
施していく。

14

図書館や学校等で活動する読み聞かせボラ
ンティアの人材の確保と育成に努める。ま
た，要請に応じ，市民への出前講座を行
う。

小学校読み聞
かせボラン

ティア研修会
の実施回数

（回）

Ａ
順調

(ｺﾛﾅ)
順調でな

い

　新型コロナウイルス感染症拡大の状況を考慮し，可能な範囲で読書機会の少ない子ども達へのおはなし会や本の
貸出を実施した。
　今後は，これまで訪問してきた施設でのおはなし会の再開を目指すとともに，これまでの実績を踏まえた事業の
周知・運営方法の構築をすすめ，児童福祉施設や高齢者福祉施設などの新たな訪問先を検討し，来館が困難な方が
読書の楽しみを味わえるよう，サービス拡充を図っていく。

13

12
（再5）

子どもの読書活動を啓発するため，日本人
の作者による新作児童文学作品を対象に，
市内の小学５，６年生公募委員が，その年
一番友だちに薦めたい本を選び，賞を授与
する事業を実施する。

うつのみやこ
ども賞選定委
員の累計人数

（人）

　新型コロナウイルス感染症拡大により中止となったものもあったが，令和３年度は，幼稚園・保育園保護者やPTA
等に認知度が高い「親学出前講座」としての申し込みが増えた。
　すべての子どもが読書を楽しむためには，読書習慣を育む家庭や幼稚園・保育園等の施設にも読書の重要性を認
識してもらうことが必要であることから，引き続き，機会を捉えた周知を行いながら，事業を実施していく。

11 ○

○

来館が困難な高齢者や，読書機会の少ない
子ども等が利用しやすい場所に出向き，資
料の貸出，図書に関する情報提供，おはな
し会等を実施する。

事業実施回数
（回）

実施回数
（回）

家庭での読書習慣を育むため，保護者のグ
ループや育児サークルを対象に，家庭での
読み聞かせの方法や絵本の紹介などの出前
講座を実施する。

(ｺﾛﾅ)
順調でな

い

2



「第２次宇都宮市読書活動推進計画」の各事業の評価一覧 参考３ 

事業名

担当課 活動指標名 年度 H29 H30 R1 R2 R3 R4

活動指標名と目標値及び実績
事業の
進捗 事業の評価と今後の方向性

基
本
目
標

施
策

番
号

重
点

新
規

事業の内容

みや学講座の開催 目標値 2 4 6 8 10

全図書館 実績 3 4 3 2

地域資料のデジタルアー
カイブ化の推進と資料の

公開【再掲】
目標値 288 316 344 372 400

中央図書館
文化課

実績 260 260 260 329 329

宮の魅力再発見事業の推
進

目標値 6 6 6 6 6

中央図書館
東図書館
南図書館

実績 5 3 3 1 2

行政支援サービスの推進 目標値 1,760 1,820 1,880 1,940 2,000

中央図書館 実績 1,700 2,576 2,407 1,314 1,376

科学・技術情報提供サー
ビスの充実

目標値 1,150 1,180 1,210 1,240 1,270

東図書館 実績 1,136 1,052 773 9 101

ビジネス支援サービスの
充実

目標値 93.0 94.0 95.0 96.0 97.0

東図書館
産業政策課

実績 92.6 84.8 93.8 88.5 85.5

宇都宮アグリビジネスブラ
ンド化への支援

目標値 10 15 20 25 30

東図書館
農林生産流通課

実績 0 0 0 26 126

宇都宮プロスポーツアー
カイブ事業の推進

目標値 280 300 320 340 750

東図書館
都市魅力創造課

実績 226 289 309 313 328

子育て・家庭生活支援情
報の充実

目標値 25,300 26,500 27,700 28,800 30,000

南図書館 実績 23,000 24,681 24,533 23,892 23,936

生活応援サービスの充実 目標値 380 390 400 410 420

全図書館 実績 373 191 428 111 167

レファレンスサービスの充
実

目標値 46,300 46,400 46,500 46,700 46,800

全図書館 実績 46,149 43,823 44,303 38,278 39,562

基
本
目
標
Ⅲ

施
策
９

施
策
1
0

施
策
1
1

(ｺﾛﾅ)
順調でな

い

　新型コロナウイルス感染症対策のため，講座の開催回数の減少及び，人数制限せざるを得なかった。また，シニ
ア向けの講座は人気が高いが，子育て講座など，若い世代向けの講座の参加人数の増が課題となっている。今後
は，事業のターゲットとなる世代が参加しやすい開催方法や周知方法等を工夫しながら，事業を継続していく。

33

市民の主体的な学習活動や課題解決に役立
つ資料・情報を提供するため，レファレン
ス事例のデータベース化等を進める。ま
た，り司書の能力向上に努め，サービスの
充実を図る。

レファレンス
相談件数
（件）

Ｂ
概ね順調

　令和３年度は，市民や地域が抱える課題解決と市民の調査研究活動を支援するため，レファレンス事例集の整理
を進めたほか，国立国会図書館が実施するレファレンス協同データベースで事例の公開を行った。市民からの認知
度を高めサービスの利用促進を図るため，引き続きレファレンス事例集の整理と一般公開を進めるとともに，著作
権法の改正に伴う公衆送信に関する措置の動向を注視しながら，ＷＥＢを活用したレファレンスサービスの実施を
検討していく。

32

市民が抱える課題解決への一助となるた
め，高齢者の暮らしや，医療・健康に関す
ることなど，市民の利便性やニーズに応じ
た資料コーナーの充実を図るほか，関連事
業を展開する。

生活応援講座
参加人数
（人）

　雑誌の休刊など，紙媒体資料の減少から，所蔵資料は微増となっている。
　資料の収集・保存が主な事業目的であることから，今後も，ビジネス支援サービスや宇都宮の魅力再発見事業の
一環として図書，雑誌記事及びグッズ等のチーム関連資料の収集・保存や，展示などを通じた情報発信を継続す
る。

子育てや家庭生活に関する情報を提供する
ため，市民ニーズに応じた資料の収集・提
供を行うほか，関連講座を開催する。

関連資料冊数
（冊）

Ｂ
概ね順調

　資料の充実に取り組むと同時に，ロングライフコーナー近くに大活字本を配置するなど，利用しやすい書棚づく
りに取り組んだ。また，家庭生活に係る講座を，子育て世代，シニア世代，現役世代を対象に開催し，一定の参加
者を得ている。
　今後は，更なる講座の充実について検討するとともに，全館で取り組んでいる生活応援サービスと一体化し，事
業の充実を図っていく。

関連資料所蔵
タイトル数

（冊）
Ｂ

概ね順調

プロスポーツを活かしたまちづくりや地域
活性化のため，宇都宮に活動拠点を置くプ
ロスポーツチームの関連資料を収集・保
存・提供し，連携事業を実施する。

　新型コロナウィルス感染症拡大の影響で，図書館の休館や利用者が来館を控えるなどの影響があったが，企画展
示や連携講座のほか，関係機関への情報提供を行った。今後も，市民へのPRや関係機関との連携を強化し，引き続
き事業の充実を図る。

29

アグリネット
ワークに提供
した図書数

（冊）

Ａ
順調

　アグリネットワークの講座，交流会，メールマガジンへの資料提供を行うなど，アグリビジネス支援のため，農
林生産流通課とも連携を強化している。今後もビジネス支援サービスの一環として，引き続き事業を継続する。

26

(ｺﾛﾅ)
順調でな

い

　新型コロナウィルス感染症拡大の影響で，令和2年度から講座の中止や学生による出前講座の減少があったが，可
能な範囲での講座や関係機関への情報提供を行った。今後も，高等学校，大学や関係機関と連携し，事業を継続し
ていく。

28
ビジネス支援
サービスの満
足度（％）

Ｂ
概ね順調

本市の農産物やアグリビジネスについて市
民にＰＲし関心を高めるため，関連資料の
コーナーの充実を図る。また，地域ブラン
ドの発掘・創造支援のため,関連機関との
連携事業を実施するほか，新着図書情報を
発信する。

30

Ｂ
概ね順調

　新型コロナウィルス感染症拡大の影響により，関係各課等主催の研修会・講座の中止やオンライン化の推進が図
られたことから，関連資料の提供機会は減少しているが，関係各課等と連携しながら資料・情報の提供や調査業務
を着実に行った。今後は，社会状況の変化にあわせた行政支援サービスの提供方法について検討をすすめるととも
に，サービスの周知強化を図り，様々な情報発信の拠点として市職員の職務遂行を支援することにより，市民サー
ビス全般の向上を図る。

27

科学・技術の面白さを知り理解を深めるた
め，県内大学等と連携して子ども向けの講
座等を実施する。また，関連資料を収集・
提供するほか，関連機関と連携し，テーマ
に関する展示やブックリストの作成を行
う。

講座参加者数
（人）

(ｺﾛﾅ)
順調でな

い

　新型コロナウィルス感染症の状況を考慮し，人数制限をするなど可能な範囲で事業を実施した。また，商工会議
所やコンベンション協会など他機関が作成したパンフレットを収集・提供するコーナーの設置や地域の特産品の展
示など，郷土愛の醸成を図るとともに，地域の産業や特産品などについて学ぶことにより，地域の企業支援にもつ
ながる取り組みであることから，今後も継続して実施していく。

○
行政支援サー
ビス貸出冊数

（冊）

31

市職員が様々な情報を活用し，より良い行
政サービスを遂行するため，求めに応じた
資料・情報の調査・提供を行い，各部署が
開催する研修や講座開催時には関連図書の
貸出やブックリストの作成などを実施す
る。

本市における産業の創出と中小企業の活性
化を図るため,関連機関等と連携し，ビジ
ネスに関する資料の収集・提供やセミナー
などの事業を実施する。

25

「宮の魅力再発見コーナー（中央図書
館）」や「うつのみやブランドコーナー
（東図書館）」の充実を図る。また，関連
資料のリストや，パスファインダーの作
成，講座の開催などの事業を推進する。

宮の魅力再発
見事業の実施

（回数）

　新型コロナウィルス感染症の影響により開催数や受講者数は減少しているものの，図書館の地域資料等を活用し
ながら，話題性のあるテーマで宇都宮に関する講座を実施することができた。
　今後は，宮の魅力再発見事業と一体化し，宇都宮についての知識を深めるための図書館の資源を生かした講座の
開催など，郷土愛の醸成と読書機会の提供に取り組んでいく。

24
（再8）

地域の歴史を次世代に伝えるため，貴重な
史料等をデジタル化し，保存していく。ま
た，利用機会を拡大するため，データベー
スとしてインターネットでの公開を進め
る。

デジタル化し
た資料数
（点）

Ｂ
概ね順調

　令和３年度は，令和２年度にデジタル化した資料を整理し，公開可能な６２タイトルを図書館ホームページに公
開した。また，アーカイブ化する予定の貴重書を適切に保存するため，防虫処理を施すとともに，書庫の整理を
行った。資料に個人情報が掲載されていないことなどを十分確認しながら，デジタル化する資料を選定し，貴重書
の情報を誰もが共有できるよう，計画的にデジタル化及びホームページでの公開に取り組んでいく。

23 ○ ○

市民が郷土愛を育み，宇都宮について知識
を深めるため，古文書や地域の資料などの
図書館資源を活用して学べる「みや学講
座」を開催する。

講座開催数
（回）

(ｺﾛﾅ)
順調でな

い

3



「第２次宇都宮市読書活動推進計画」の各事業の評価一覧 参考３ 

事業名

担当課 活動指標名 年度 H29 H30 R1 R2 R3 R4

活動指標名と目標値及び実績
事業の
進捗 事業の評価と今後の方向性

基
本
目
標

施
策

番
号

重
点

新
規

事業の内容

世代を超えた交流の場の
創出

目標値 19 20 21 22 23

全図書館 実績 18 13 14 6 22

本を通じて語り合える事
業の充実

目標値 470 490 510 530 550

全図書館 実績 471 311 314 168 317

読書活動を支援するボラ
ンティアの育成・強化【再

掲】
目標値 2 2 3 3 3

全図書館
学校教育課

実績 2 2 2 3 3

読書関係ボランティアの
交流の推進

目標値 12 12 12 12 12

全図書館 実績 12 11 11 6 8

基
本
目
標
Ⅳ

施
策
1
3

施
策
1
2

読書活動や図書館に関わるボランティアの
確保や活動の充実等を図るため，ボラン
ティア同士の意見交換や交流を通して，図
書館とボランティアの結びつきを強化し，
サービスの向上を目指す。

ボランティア
同士の

交流会開催数
（回）

(ｺﾛﾅ)
順調でな

い

　新型コロナウィルス感染症拡大の影響で，ボランティアの活動場所の提供機会が少なくなっているものの，定例
的な勉強会を継続し，各館のボランティア間の意見交換や交流は深まってきている。一方、全館ボランティアが一
同に会し，交流する機会を設けることが難しい状況にあり，今後は，ボランティア同士の交流に加え，ウィズコロ
ナ時代におけるボランティアと図書館のより効果的な交流機会の場を検討する必要がある。

Ａ
順調

　小学校の読み聞かせボランティアは，子どもの進級や卒業で毎年度人の入れ替わりがあることから，今後も継続的に育成して
いく必要がある。また，本の修理ボランティアの育成が課題となっており，今後取り組んでいく必要がある。
　また，図書館で活動するおはなしボランティアは，新型コロナウイルス感染症の影響で活動機会を縮小せざるを得ない状況だ
が，勉強会の内容の工夫やおすすめ本の紹介などを通して，育成やモチベーション維持に努めている。一方で，高齢化や担い手
不足が課題であり，新しい人材の確保策について検討していく必要がある。

37

36
（再14）

図書館や学校等で活動する読み聞かせボラ
ンティアの人材の確保と育成に努める。ま
た，要請に応じ，市民への出前講座を行
う。

小学校読み聞
かせボラン

ティア研修会
の実施回数

（回）

Ａ
順調

　新型コロナウィルス感染症拡大の影響により，まつりなどの大規模イベントは中止や規模を縮小せざるを得な
かったが，市民や学生等が講師や運営を担う講座を一部開催し，世代間交流ができる機会の創出を図った。
　社会情勢を踏まえ，小規模であっても，図書館を場とした人と人の交流機会の創出を継続していく。

35

人と人が読書の楽しさを共有する場を創出
するため，特定のテーマについて参加者同
士が気軽に語り合えるカフェトークや，お
すすめ本の紹介をしあうビブリオバトル，
音読教室等を実施する。

カフェトー
ク・読書会等

参加者数
（人）

(ｺﾛﾅ)
順調でな

い

　新型コロナウィルス感染症拡大による，ライフスタイルの変化などを鑑み，オンライン等も活用しながら本や読
書を通じた市民同士の交流の場の創出を図ってく。

34 ○

地域の学校・企業・団体・ボランティア等
と連携し，「南としょかん祭」「かわち図
書館まつり」を開催する。また，学生等が
講師となり，図書館資源を活用した子ども
向け講座等を開催する。

講座・イベン
トの開催数

（回）

4
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令和４年度 社会教育委員の会議の予定について 

 

 社会教育委員の会議（全３回）  計画の中間見直し 

８月 

【第１回目会議】 

・議事 

後期計画策定の方向性について 

  

 

意見を踏まえ， 

後期計画の骨子（案）の作成 

９月 
  

１０月 

 

 

（10 月下旬～11 月上旬頃予定） 

【第２回目会議】 

・議事（予定） 

①後期計画（素案）について 

②令和５年度社会教育団体に対す

る補助について 

  

後期計画（素案）の作成 

１１月 

  

１２月 

  【パブリックコメント】の実施 

・広く市民から御意見をいだたく

 

１月 
  後期計画（案）の作成 

 

２月   後期計画の庁内合意 

３月 

 

（下旬頃予定） 

【第３回目会議】 

・議事（予定） 

①後期計画策定の報告 

②令和５年度社会教育行政の基本

方針及び重点施策について 

 ③令和５年度文化行政の基本方針

及び重点施策について  

 後期計画の公表 

 

資料２


